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パル

専有部
KCペックス／
KCポリブテンパイプ

共用部
KCスーパータフ

飲料水を備蓄する
貯めてるゾー

雨水を地下で貯留浸透
RAIN望スタジアムⅡ

災害時、仮設トイレに
災害用トイレ
配管システム

給水・給湯管 排 水 管 災 害 対 策
錆びない、長持ちの配管材でリフォーム後も安心。

クボタケミックスは万一に備えた災害対策も提案します。

リフォーム用配管材
マンション一棟まるごと

給水立て管

旋回羽根

共用部
排水集合管

共用部
タフカラーパイプ 共用部

タフカラー
HTパイプ

共用部
管路更生（EX工法）

共用部／専有部
硬質ポリ塩化ビニル管

KCスーパータフ
（水道用高密度ポリエチレンパイプ）
埋設給水管～ピット内配管～給水立て管
まで、共用部の給水管に適した配管材
です。

立て管の排水
を旋回羽根に
より旋回させ
「空気コア」を形
成、排水トラッ
プからの跳ね出
しや、排水音を
軽減し、スムー
ズな排水流下
性能を発揮す
る排水用特殊
継手です。

災害時に備えて、18ℓもしくは36ℓの
新鮮な水道水をデッドスペースに備蓄す
る装置です。

排水集合管

貯水機能付防災ヘッダー
「貯めてるゾー」

翠色の輝きにひかれてヒスイの故郷、糸魚川へ
（新潟県・糸魚川市）

にっぽん探訪

■圧力用高密度ポリエチレン管
　（宮崎県諸塚村）
■ＥＸ工法
　（千葉県千葉市稲毛区）  

施工現場レポート

特集１
安定した発電ができる
再生可能エネルギーとして
期待が高まる「小水力発電」
特集2
石油コンビナートの
消火用屋外給水施設に
使用可能になった消火ポリエチレン管
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ご挨拶
特集１　安定した発電ができる再生可能エネルギーとして期待が高まる
　　　　「小水力発電」
施工現場レポート　村の活性化を実現する小水力発電の水圧管に採用された
　　　　　　　　　 圧力用高密度ポリエチレン管（宮崎県諸塚村）
施工現場レポート　団地内の老朽化した埋設排水管を更生するＥＸ工法   
                       （千葉県千葉市）
工事会社さまインタビュー　長倉工業株式会社
　　　　　　　　　　　　  「カンペイ立て管」のメリットについて　
特集2　石油コンビナートの消火用屋外給水施設に使用可能になった
　　　  消火用ポリエチレン管

製品案内　　消火用ポリエチレンパイプ・継手
新製品紹介　水道配水用ポリエチレンパイプφ300
KCニュース　展示会出展のお知らせ
　　　　　　 ホームページの全面リニューアル
にっぽん探訪（新潟県・糸魚川市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋　「寝苦しい夜を乗り切る」の巻
新製品のご案内
パルちゃんのLet' Try Cooking「牛肉の冷しゃぶと春雨の中華風サラダ」
お便りのコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／クボタケミックスからのお願い／編集後記 
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本
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
・
大
分
地
方
の
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

ま
し
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。弊
社
と

致
し
ま
し
て
も
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、出
来
る
限
り
の
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、本
年
５
月
１
日
に
弊
社
は
シ
ー
ア
イ
化
成
株
式
会
社
の
出
資

解
消
に
伴
い
株
式
会
社
ク
ボ
タ
の
完
全
子
会
社
に
な
る
と
と
も
に「
ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
株
式
会
社
」か
ら「
株
式
会
社
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
」に
社
名
を

変
更
い
た
し
ま
し
た
。今
回
の
合
弁
解
消
に
よ
り
、経
営
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

と
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化
を

更
に
進
め
、上
下
水
道
・
農
業
用
水
な
ど
イ
ン
フ
ラ
市
場
等
で一
層
の
事
業

拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、新
社
名
の「
ケ
ミ
ッ
ク
ス
」は
、化
学
の「
ケ
ミ
カ
ル
」に
究
極
を
表
す

「
Ｘ
」を
プ
ラ
ス
し
た
造
語
で
あ
り
、「
化
学
品
で
あ
る
合
成
樹
脂
加
工
に
お

い
て
究
極
の
会
社
・
製
品
を
目
指
す
」と
い
う
思
い
を
込
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
思
い
を
形
に
す
べ
く
、今
後
も「
お
客
様
第
一
主
義
」「
現
場
重
視
」で
、

合
成
樹
脂
を
使
っ
て「
災
害
に
強
く
」「
生
活
に
欠
か
せ
な
い
」「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
に
優
れ
る
」製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
皆
様
へ
ご
提
案
し
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

強
化
、住
環
境
の
改
善
等
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
回
の
社
名
変
更
を
機
に
、社
員
一
同
お
客
様
の
ご
期
待
、ご
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
一
層
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、「
株
式
会
社
ク
ボ
タ

ケ
ミ
ッ
ク
ス
」に
対
し
ま
し
て
、倍
旧
の
ご
支
援
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株式会社クボタケミックス
代表取締役社長
 たばた        　 まさはる 

田 畑  勝 治

平
成
28
年
5
月
１
日
、

社
名
を「
株
式
会
社
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
」に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
5
月
１
日
、

社
名
を「
株
式
会
社
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
」に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

圧力用高密度
ポリエチレンパイプの新たな可能性を広げる

大口径（φ700まで）対応

露 出 配 管 可 能

●耐 震 性：融着接合による一体化管路
●耐 食 性：塩害や酸性土壌でサビない
●耐 候 性：紫外線の影響が少なく露出配管が可能
●耐薬品性：酸・アルカリに強く、有機溶剤を除く薬品に侵されない
●柔 軟 性：直管による曲げ配管が可能
●軽　  量：金属管の約１／2※

特　長

用　途

設計水圧 採用事例

海水取水・放流管

原水管の配管 融雪設備の配管

冷却水管、排水管、中水管、
原水管、一般排水管

小水力発電用導水管、
地下水くみ上げ管

消火配管

SDR17

SDR11

1.0MPa

1.6MPa

φ250～700

φ50～450

※圧力用高密度ポリエチレン管（SDR11）と配管用炭素鋼管の呼び径200での比較
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●水道施設
　浄水場などで送水管を利用した発電

●一般河川
　既存の堰や床止め等を利用した発電

●農業用水
　農業用水路を利用した発電

●下水処理場
　処理水を利用した発電

●工場
　工業用水、工場内水利用を利用した発電

せ
る
こ
と
で
発
電
す
る
。そ
の
発
電
量
は
、2
点
間

の
高
低
差（
有
効
落
差
H
）と
流
れ
る
水
の
量（
流

量
Q
）が
与
え
ら
れ
る
と
お
お
よ
そ
の
発
電
量
が
計

算
で
き
る
。（「
図
2
　
発
電
の
イ
メ
ー
ジ
」参
照
）

　
発
電
さ
れ
た
電
力
は
、そ
の
発
電
地
域
内
で
消

費
す
る
他
、多
く
の
場
合
、電
力
会
社
に
売
電
し
、

そ
の
利
益
が
維
持
管
理
費
や
減
価
償
却
に
充
当
さ

原
発
事
故
を
き
っ
か
け
に
電
力
改
革
の
機
運
が
高
ま
る
中
、太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
と

と
も
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
小
水
力
発
電
の
開
発
が
増
加
し
て
い
る
。

高
位
に
あ
る
水
の
水
圧
を
利
用
し
、水
車
を
回
転
さ
せ
て
発
電
す
る
小
水
力
発
電
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
て
発
電
で
き
る
た
め
、国
は
も
と
よ
り
多
く
の
自
治
体
で

導
入
推
進
が
行
わ
れ
て
い
る
。

安
定
し
た
発
電
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

期
待
が
高
ま
る「
小
水
力
発
電
」

安
定
し
た
発
電
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

期
待
が
高
ま
る「
小
水
力
発
電
」

れ
る
。売
電
価
格
は
、平
成
24
年
7
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制

度（
F
I
T
）に
よ
っ
て
毎
年
決
定
さ
れ
る
。小
水
力

発
電
は
安
定
し
た
発
電
が
期
待
さ
れ
る
た
め
売
電

価
格
が
安
定
し
て
お
り
、農
業
用
水
や
上
下
水
道
で

の
小
水
力
発
電
設
備
建
設
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。

　
平
成
21
年
に
報
告
さ
れ
た
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

発
電
水
力
調
査
に
よ
る
と
、1
，0
0
0
kW
未
満
の

技
術
的
・
経
済
的
に
利
用
可
能
な
小
水
力
発
電
で
、

す
で
に
開
発
済
み
の
施
設
は
4
7
4
か
所
あ
り
、そ
の

出
力
は
2
0
3
千
kW
に
な
る
。こ
れ
に
対
し
て
未
開

発
の
も
の
が
3
7
1
か
所
、出
力
2
4
2
千
kW
で
あ

り
、既
開
発
と
同
等
以
上
の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。

小
水
力
発
電
の
特
徴

　
小
水
力
発
電
の
長
所
と
す
れ
ば
、昼
夜
安
定

し
た
発
電
が
可
能
で
、太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
の
よ
う
に
天
候
に
左
右
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。発
電
能
力
に
対
す
る
実
際
の
発
電
量

（
設
備
利
用
率
）が
高
く
、小
さ
な
設
備
で
発
電

が
で
き
る
。太
陽
が
昇
っ
て
い
る
と
き
し
か
発
電
で

き
な
い
太
陽
光
発
電
の
平
均
12
％
、風
力
の
20
〜

30
％
に
対
し
て
小
水
力
発
電
の
設
備
利
用
率
は
、

平
均
60
％
で
あ
り
太
陽
光
の
約
５
倍
に
も
な
る
。

（「
表
１
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備
利
用
率
・

稼
働
率
比
較
」参
照
」）

　
ま
た
、他
の
発
電
方
式
と
比
較
し
て
建
設
時
、

運
転
時
の
CO2
排
出
量

が
極
め
て
少
な
い
。ま

た
、建
設
時
に
お
い
て
、

既
存
の
河
川
に
対
し

て
大
き
な
環
境
影
響

を
生
じ
る
こ
と
な
く

建
設
で
き
る
た
め
、生

態
系
に
も
た
ら
す
影

響
が
小
さ
く
、自
然
環

境
へ
の
負
荷
も
小
さ
い
。 

　
一
方
、短
所
と
す
れ

ば
水
の
落
差
と
流
量

が
あ
る
場
所
に
設
置

が
限
ら
れ
る
こ
と
や
、

河
川
の
水
の
使
用
に

つ
い
て
利
害
関
係（
水

利
権
）が
つ
き
ま
と
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、自
治
体
が
管

理
す
る
水
道
管
や
下

水
処
理
場
な
ど
で
は

水
利
権
は
発
生
し
な

い
の
で
、自
治
体
が
小
水
力
発
電
を
実
施
す
る
場

合
は
有
利
で
あ
る
。平
成
25
年
４
月
に
は
河
川
法

の
改
正
に
よ
り
出
力
が
1
，0
0
0
kW
未
満
の
小

水
力
発
電
に
対
し
て
は
認
可
の
手
続
き
が
大
幅

に
簡
素
化
さ
れ
、一
般
の
事
業
者
で
も
小
水
力
発

電
を
導
入
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
た
。

小
水
力
発
電
の
水
圧
管
路
に
使
用
さ

れ
る
管
材

　
高
所
に
あ
る
水
を
発
電
所（
水
車
）へ
と
導
入

す
る
た
め
の
管
路
を
水
圧
管
路
と
い
い
、形
式
は

露
出
配
管
と
埋
設
配
管
に
別
れ
る
。

　
水
圧
管
路
に
使
用
さ
れ
る
管
材
は
、こ
れ
ま
で

比
較
的
高
出
力
の
発

電
所
で
鋼
管
、ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
と
い
っ
た

金
属
管
が
多
く
使
用

さ
れ
て
き
た
。一
方
、強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
複
合

管
、塩
ビ
管
と
い
っ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
管
は
、低
出

力
の
発
電
所
で
の
採
用

が
多
か
っ
た
。

　
し
か
し
、近
年
こ
れ

ま
で
金
属
管
と
さ
れ
て

き
た
分
野
に
ポ
リ
エ
チ

ン
管
が
使
用
さ
れ
始
め

て
い
る
。そ
の
理
由
と

し
て
、電
気
融
着
で
管

が
一
体
化
し
漏
水
な
ど

の
心
配
が
な
い
こ
と
。

金
属
管
に
比
べ
て
軽
量

な
た
め
、傾
斜
地
な
ど

で
配
管
が
や
り
や
す
い

こ
と
。柔
軟
な
材
質
の

水
車
発
電
機
を
設
置
す
る
方
式
な
ど
が
あ
る
。一

般
河
川
、農
業
用
水
、砂
防
ダ
ム
、上
水
道
施
設
、

下
水
道
処
理
施
設
な
ど
高
低
差
が
確
保
で
き
れ

ば
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
可
能
で
あ
る
。

（「
図
1
　
小
水
力
発
電
設
置
箇
所
」参
照
）

　
発
電
の
仕
組
み
は
、高
い
位
置
に
あ
る
水
を
低

い
位
置
に
あ
る
水
車
に
導
き
、発
電
機
を
回
転
さ

溶接継手の場合は、現地で溶接、
塗装があるので工期が長い。

鋼管
（ステンレス鋼含む）

ダクタイル
鋳鉄管

圧力用高密度
ポリエチレン管
（φ50～700）

○
（露出可）

○
（露出可）

○
（露出可）

天候に左右されにくく、
工期が短縮できる。重量は重い。

天候に左右されにくく、
工期が短縮できる。重量は軽い。

不等沈下が予想される場合、
伸縮可とう管を設ける。

継手に伸縮可とう性がある。

材質に柔軟性があるため
曲げ配管ができる。

露出管は塩化ゴム塗装、
埋設管はアスファルト
ビニロンクロス塗覆装

合成樹脂塗装

塗装不要

た
め
、曲
げ
配
管
が
可
能
で
、耐
震
性
に
も
優
れ

て
い
る
こ
と
。さ
ら
に
、カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
を
配
合

し
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
耐
候
性
に
優
れ
、露

出
配
管
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

小水力
60％

5,256kWh
40年

19.1～22円

風力（陸上）
20％

1,752kWh
20年

8.8～17.3円

風力（洋上）
30％

2,628kWh
20年

8.6～23.1円

太陽光
12％

1,051kWh
20年

9.9～20円

発電方法
設備利用率

1kWで得られる発電量
稼動年数

1kWhあたりの発電コスト

表１　再生エネルギーの設備利用率・稼働率比較

農業※１

○
○
○

上下水※２

○（配・給水）
○（配・給水）
○（配・給水）

工業用水※３

○
○
ー

上下水※４

○
○
○

各種設計基準（指針）で認定された管材

※１：土地改良事業計画設計基準、※２：水道施設設計指針※３：工業用水施設設計基準、※４：下水道施設計画・設計指針

管　種
鋼管（ステンレス鋼含む）
ダクタイル鋳鉄管
ポリエチレン管

管種の特徴

管　種 施　工　性 露出配管 外面塗装 可とう性

図1　小水力発電設置箇所

水圧管

発電機

水 車

流量
Q ( ㎥ /S）

発電電力
P ( kW）

放水位

落差
H（m）

取水位

発電電力P（kW）＝9.8×Q×H×η(効率）

図2　発電のイメージ
小
水
力
発
電
と
は

　
我
が
国
は
、国
土
の
約
７
割
が
山
地
で
あ
り
、

雪
解
け
水
や
降
雨
な
ど
に
よ
り
水
資
源
に
恵
ま

れ
た
地
域
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。そ
ん
な
特

徴
を
活
か
し
て
、大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

大
規
模
な
ダ
ム
と
と
も
に
水
力
発
電
所
が
建
設

さ
れ
た
。そ
の
後
、電
力
の
主
役
は
、水
力
か
ら
火

力
や
原
子
力
へ
と
変
わ
っ
た
が
、近
年
、再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
水
力
発
電
と
い
っ
て
も
巨
大
な
ダ
ム
を
利
用
し
た

も
の
で
は
な
く
、小
規
模
な
も
の
が
小
水
力
発
電

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。発
電
規
模
は
国
内

外
で
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
あ
る
が
、法
律
上
、1
，

0
0
0
kW
以
下
と
1
，0
0
0
kW
を
超
え
る
水
力

が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
全
国
小
水

力
利
用
推
進
協
議
会
で
は
、出
力
1
，0
0
0
kW

以
下
の
設
備
を
小
水
力
発
電
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

　
発
電
方
式
に
は
、落
差
を
利
用
す
る
た
め
の
水

路
で
あ
る
導
水
路
や
水
圧
管
路
を
設
置
す
る
方

式
、砂
防
ダ
ム
や
農
業
用
水
路
の
落
差
工
な
ど
に

水
車
・
発
電
機
を
直
接
設
置
す
る
方
式
、給
水

設
備
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
減
圧
弁
の
代
わ
り
に

山梨県都留市・元気くん2号
河川：家中川、発電出力：19kW

京都府京都市・嵐山保勝会水力発電所
河川：桂川、発電出力：5.5kW

栃木県那須塩原市・百村第一発電所
農業用水、発電出力：30 kW

栃木県那須塩原市・ 蟇沼第二発電所水車
発電出力：180kW、水車型式：横軸軸流プロペラ

出展：平成25年度コスト等検証委員会報告書

以上写真は、全国小水力利用推進協議会（http://j-water.org/）提供

安定した発電ができる再生可能エネルギーとして期待が高まる「小水力発電」

1
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●水道施設
　浄水場などで送水管を利用した発電

●一般河川
　既存の堰や床止め等を利用した発電

●農業用水
　農業用水路を利用した発電

●下水処理場
　処理水を利用した発電

●工場
　工業用水、工場内水利用を利用した発電

せ
る
こ
と
で
発
電
す
る
。そ
の
発
電
量
は
、2
点
間

の
高
低
差（
有
効
落
差
H
）と
流
れ
る
水
の
量（
流

量
Q
）が
与
え
ら
れ
る
と
お
お
よ
そ
の
発
電
量
が
計

算
で
き
る
。（「
図
2
　
発
電
の
イ
メ
ー
ジ
」参
照
）

　
発
電
さ
れ
た
電
力
は
、そ
の
発
電
地
域
内
で
消

費
す
る
他
、多
く
の
場
合
、電
力
会
社
に
売
電
し
、

そ
の
利
益
が
維
持
管
理
費
や
減
価
償
却
に
充
当
さ

原
発
事
故
を
き
っ
か
け
に
電
力
改
革
の
機
運
が
高
ま
る
中
、太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
と

と
も
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
小
水
力
発
電
の
開
発
が
増
加
し
て
い
る
。

高
位
に
あ
る
水
の
水
圧
を
利
用
し
、水
車
を
回
転
さ
せ
て
発
電
す
る
小
水
力
発
電
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
て
発
電
で
き
る
た
め
、国
は
も
と
よ
り
多
く
の
自
治
体
で

導
入
推
進
が
行
わ
れ
て
い
る
。

安
定
し
た
発
電
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

期
待
が
高
ま
る「
小
水
力
発
電
」

安
定
し
た
発
電
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

期
待
が
高
ま
る「
小
水
力
発
電
」

れ
る
。売
電
価
格
は
、平
成
24
年
7
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制

度（
F
I
T
）に
よ
っ
て
毎
年
決
定
さ
れ
る
。小
水
力

発
電
は
安
定
し
た
発
電
が
期
待
さ
れ
る
た
め
売
電

価
格
が
安
定
し
て
お
り
、農
業
用
水
や
上
下
水
道
で

の
小
水
力
発
電
設
備
建
設
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。

　
平
成
21
年
に
報
告
さ
れ
た
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

発
電
水
力
調
査
に
よ
る
と
、1
，0
0
0
kW
未
満
の

技
術
的
・
経
済
的
に
利
用
可
能
な
小
水
力
発
電
で
、

す
で
に
開
発
済
み
の
施
設
は
4
7
4
か
所
あ
り
、そ
の

出
力
は
2
0
3
千
kW
に
な
る
。こ
れ
に
対
し
て
未
開

発
の
も
の
が
3
7
1
か
所
、出
力
2
4
2
千
kW
で
あ

り
、既
開
発
と
同
等
以
上
の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。

小
水
力
発
電
の
特
徴

　
小
水
力
発
電
の
長
所
と
す
れ
ば
、昼
夜
安
定

し
た
発
電
が
可
能
で
、太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
の
よ
う
に
天
候
に
左
右
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。発
電
能
力
に
対
す
る
実
際
の
発
電
量

（
設
備
利
用
率
）が
高
く
、小
さ
な
設
備
で
発
電

が
で
き
る
。太
陽
が
昇
っ
て
い
る
と
き
し
か
発
電
で

き
な
い
太
陽
光
発
電
の
平
均
12
％
、風
力
の
20
〜

30
％
に
対
し
て
小
水
力
発
電
の
設
備
利
用
率
は
、

平
均
60
％
で
あ
り
太
陽
光
の
約
５
倍
に
も
な
る
。

（「
表
１
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備
利
用
率
・

稼
働
率
比
較
」参
照
」）

　
ま
た
、他
の
発
電
方
式
と
比
較
し
て
建
設
時
、

運
転
時
の
CO2
排
出
量

が
極
め
て
少
な
い
。ま

た
、建
設
時
に
お
い
て
、

既
存
の
河
川
に
対
し

て
大
き
な
環
境
影
響

を
生
じ
る
こ
と
な
く

建
設
で
き
る
た
め
、生

態
系
に
も
た
ら
す
影

響
が
小
さ
く
、自
然
環

境
へ
の
負
荷
も
小
さ
い
。 

　
一
方
、短
所
と
す
れ

ば
水
の
落
差
と
流
量

が
あ
る
場
所
に
設
置

が
限
ら
れ
る
こ
と
や
、

河
川
の
水
の
使
用
に

つ
い
て
利
害
関
係（
水

利
権
）が
つ
き
ま
と
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、自
治
体
が
管

理
す
る
水
道
管
や
下

水
処
理
場
な
ど
で
は

水
利
権
は
発
生
し
な

い
の
で
、自
治
体
が
小
水
力
発
電
を
実
施
す
る
場

合
は
有
利
で
あ
る
。平
成
25
年
４
月
に
は
河
川
法

の
改
正
に
よ
り
出
力
が
1
，0
0
0
kW
未
満
の
小

水
力
発
電
に
対
し
て
は
認
可
の
手
続
き
が
大
幅

に
簡
素
化
さ
れ
、一
般
の
事
業
者
で
も
小
水
力
発

電
を
導
入
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
た
。

小
水
力
発
電
の
水
圧
管
路
に
使
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さ

れ
る
管
材
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所
に
あ
る
水
を
発
電
所（
水
車
）へ
と
導
入

す
る
た
め
の
管
路
を
水
圧
管
路
と
い
い
、形
式
は

露
出
配
管
と
埋
設
配
管
に
別
れ
る
。

　
水
圧
管
路
に
使
用
さ
れ
る
管
材
は
、こ
れ
ま
で

比
較
的
高
出
力
の
発

電
所
で
鋼
管
、ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
と
い
っ
た

金
属
管
が
多
く
使
用

さ
れ
て
き
た
。一
方
、強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
複
合

管
、塩
ビ
管
と
い
っ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
管
は
、低
出

力
の
発
電
所
で
の
採
用

が
多
か
っ
た
。

　
し
か
し
、近
年
こ
れ

ま
で
金
属
管
と
さ
れ
て

き
た
分
野
に
ポ
リ
エ
チ

ン
管
が
使
用
さ
れ
始
め

て
い
る
。そ
の
理
由
と

し
て
、電
気
融
着
で
管

が
一
体
化
し
漏
水
な
ど

の
心
配
が
な
い
こ
と
。

金
属
管
に
比
べ
て
軽
量

な
た
め
、傾
斜
地
な
ど

で
配
管
が
や
り
や
す
い

こ
と
。柔
軟
な
材
質
の

水
車
発
電
機
を
設
置
す
る
方
式
な
ど
が
あ
る
。一

般
河
川
、農
業
用
水
、砂
防
ダ
ム
、上
水
道
施
設
、

下
水
道
処
理
施
設
な
ど
高
低
差
が
確
保
で
き
れ

ば
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
可
能
で
あ
る
。

（「
図
1
　
小
水
力
発
電
設
置
箇
所
」参
照
）

　
発
電
の
仕
組
み
は
、高
い
位
置
に
あ
る
水
を
低

い
位
置
に
あ
る
水
車
に
導
き
、発
電
機
を
回
転
さ

溶接継手の場合は、現地で溶接、
塗装があるので工期が長い。

鋼管
（ステンレス鋼含む）

ダクタイル
鋳鉄管

圧力用高密度
ポリエチレン管
（φ50～700）

○
（露出可）

○
（露出可）

○
（露出可）

天候に左右されにくく、
工期が短縮できる。重量は重い。

天候に左右されにくく、
工期が短縮できる。重量は軽い。

不等沈下が予想される場合、
伸縮可とう管を設ける。

継手に伸縮可とう性がある。

材質に柔軟性があるため
曲げ配管ができる。

露出管は塩化ゴム塗装、
埋設管はアスファルト
ビニロンクロス塗覆装

合成樹脂塗装

塗装不要

た
め
、曲
げ
配
管
が
可
能
で
、耐
震
性
に
も
優
れ

て
い
る
こ
と
。さ
ら
に
、カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
を
配
合

し
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
耐
候
性
に
優
れ
、露

出
配
管
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

小水力
60％

5,256kWh
40年

19.1～22円

風力（陸上）
20％

1,752kWh
20年

8.8～17.3円

風力（洋上）
30％

2,628kWh
20年

8.6～23.1円

太陽光
12％

1,051kWh
20年

9.9～20円

発電方法
設備利用率

1kWで得られる発電量
稼動年数

1kWhあたりの発電コスト

表１　再生エネルギーの設備利用率・稼働率比較

農業※１

○
○
○

上下水※２

○（配・給水）
○（配・給水）
○（配・給水）

工業用水※３

○
○
ー

上下水※４

○
○
○

各種設計基準（指針）で認定された管材

※１：土地改良事業計画設計基準、※２：水道施設設計指針※３：工業用水施設設計基準、※４：下水道施設計画・設計指針

管　種
鋼管（ステンレス鋼含む）
ダクタイル鋳鉄管
ポリエチレン管

管種の特徴

管　種 施　工　性 露出配管 外面塗装 可とう性

図1　小水力発電設置箇所

水圧管

発電機

水 車

流量
Q ( ㎥ /S）

発電電力
P ( kW）

放水位

落差
H（m）

取水位

発電電力P（kW）＝9.8×Q×H×η(効率）

図2　発電のイメージ
小
水
力
発
電
と
は

　
我
が
国
は
、国
土
の
約
７
割
が
山
地
で
あ
り
、

雪
解
け
水
や
降
雨
な
ど
に
よ
り
水
資
源
に
恵
ま

れ
た
地
域
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。そ
ん
な
特

徴
を
活
か
し
て
、大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

大
規
模
な
ダ
ム
と
と
も
に
水
力
発
電
所
が
建
設

さ
れ
た
。そ
の
後
、電
力
の
主
役
は
、水
力
か
ら
火

力
や
原
子
力
へ
と
変
わ
っ
た
が
、近
年
、再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
水
力
発
電
と
い
っ
て
も
巨
大
な
ダ
ム
を
利
用
し
た

も
の
で
は
な
く
、小
規
模
な
も
の
が
小
水
力
発
電

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。発
電
規
模
は
国
内

外
で
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
あ
る
が
、法
律
上
、1
，

0
0
0
kW
以
下
と
1
，0
0
0
kW
を
超
え
る
水
力

が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
全
国
小
水

力
利
用
推
進
協
議
会
で
は
、出
力
1
，0
0
0
kW

以
下
の
設
備
を
小
水
力
発
電
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

　
発
電
方
式
に
は
、落
差
を
利
用
す
る
た
め
の
水

路
で
あ
る
導
水
路
や
水
圧
管
路
を
設
置
す
る
方

式
、砂
防
ダ
ム
や
農
業
用
水
路
の
落
差
工
な
ど
に

水
車
・
発
電
機
を
直
接
設
置
す
る
方
式
、給
水

設
備
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
減
圧
弁
の
代
わ
り
に

山梨県都留市・元気くん2号
河川：家中川、発電出力：19kW

京都府京都市・嵐山保勝会水力発電所
河川：桂川、発電出力：5.5kW

栃木県那須塩原市・百村第一発電所
農業用水、発電出力：30 kW

栃木県那須塩原市・ 蟇沼第二発電所水車
発電出力：180kW、水車型式：横軸軸流プロペラ

出展：平成25年度コスト等検証委員会報告書

以上写真は、全国小水力利用推進協議会（http://j-water.org/）提供

安定した発電ができる再生可能エネルギーとして期待が高まる「小水力発電」

1
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圧力用高密度ポリエチレン管 【宮崎県諸塚村】

Field Report NowField Report Now

諸塚村役場
産業課
菊池 浩一さん

九州工営株式会社
技術本部
高橋 真一さん

株式会社興洋
工事部
安田 勝彦さん

「
世
界
農
業
遺
産
」に
認
定
さ
れ
た
宮
崎

県
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域

　
昨
年
末
、イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
国

連
食
糧
農
業
機
関
の
審
査
会
で
、宮
崎
県
高
千

穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
が「
世
界
農
業
遺
産
」に
認

定
さ
れ
た
。高
千
穂
町
、日
之
影
町
、五
ヶ
瀬
町
、

諸
塚
村
、椎
葉
村
の
５
町
村
か
ら
な
る
こ
の
地
域

は
、標
高
千
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
九
州
中
央
山

地
に
囲
ま
れ
た
宮
崎
県
北
西
部
の
中
山
間
地
。

高
地
の
た
め
決
し
て
農
業
に
適
し
た
環
境
と
は

い
え
な
い
が
、こ
れ
ま
で
森
林
か
ら
の
恵
み
を
巧

み
に
活
用
し
て
、複
合
的
な
農
林
業
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
き
た
。

　
そ
ん
な
地
域
の
代
表
で
も
あ
る
諸
塚
村
は
、椎

茸
栽
培
が
盛
ん
で
、全
国
有
数
の
干
し
椎
茸
の
産

地
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、典
型
的
な
中
山
間
地

で
は
、お
茶
の
栽
培
に
加
え
て
稲
作
も
行
わ
れ
て

お
り
、棚
田
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。豊
か
な

水
資
源
が
あ
り
、戦
前
よ
り
農
業
用
水
路
を
整

備
し
て
き
た
た
め
標
高
の
高
い
地
域
で
も
農
業

を
可
能
に
し
て
き
た
。

豊
富
な
水
資
源
を
活
か
し
た
小
水
力
発

電
が
始
ま
る

　
宮
崎
県
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
豊
か
な
水
資
源
を
活
か

し
た
小
水
力
発
電
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。諸
塚

村
で
も
平
成
24
年
ご
ろ
か
ら
農
業
用
水
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
の
調
査
が
行
わ
れ
、県
の
補
助

事
業
と
し
て
川
の
口
地
区
に
小
水
力
発
電
設
備

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
建
設
の
目
的
に
つ
い
て
諸
塚
村
役
場
産
業
課

の
菊
池
浩
一
さ
ん
は
、「
発
電
し
た
電
気
は
九
州
電

力
に
売
電
し
、そ
の
利
益
を
農
業
用
施
設
等
の
維

持
管
理
費
に

活
用
す
る
。

さ
ら
に
、村

予
算
の
農
業

振
興
や
林
業

振
興
に
当
て

て
産
業
の
振

興
や
地
域
の

活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
」

と
語
っ
た
。そ

の
効
果
は
農

林
業
従
事
者
に
留
ま
ら
な
い
。自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
を
導
入
し
、「
エ
コ
ビ

レ
ッ
ジ
諸
塚
村
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
村
外

か
ら
見
学
者
や
観
光
客
を
呼
び
込
み
、村
民
と
の

交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

水
圧
管
に
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
圧
力
用

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
採
用

　
設
備
の
概
要
は
、標
高
約
5
5
0
m
に
配
管
さ

れ
て
い
る
農
業
用
水
管
路
か
ら
分
水
し
、ヘ
ッ
ド

タ
ン
ク
と
呼
ば
れ
る
水
槽
に
集
水
し
、一
旦
流
量
の

変
化
を
吸
収
す
る
。そ
し
て
水
槽
か
ら
水
圧
管
で

約
50
m
下
の
発
電
所
ま
で
用
水
を
送
り
、位
置
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
た
用
水
に
よ
っ
て
発
電
所
内
の
水

車
を
回
転
さ
せ
、シ
ャ
フ
ト
に
て
発
電
機
へ
と
力

を
伝
え
発
電
す
る
。発
電
に
使
用
し
た
用
水
は
再

び
下
流
の
農
業
用
水
管
路
に
戻
さ
れ
る
。

　
こ
の
発
電
設
備
の
水
圧
管
に
採
用
さ
れ
た
の

が
、ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
で
あ
る
。設
計
を
担
当
し
た
九
州
工

営
株
式
会
社
、技
術
本
部
の
高
橋
真
一
さ
ん
は
、採

用
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
配
管
場
所
を
あ
げ
た
。

「
施
工
現
場
と
な
る
山
の
急
斜
面
を
見
て
す
ぐ
に

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
浮
か
ん
だ
。と
い
う
の
も
、凸

凹
の
あ
る
山
の
斜
面
に
配
管
す
る
た
め
、ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
な
ら
そ
の
柔
軟
性
で
斜
面
の
変
化
に
も

追
従
す
る
。そ
の
結
果
、小
角
ベ
ン
ド
を
削
減
し

て
工
事
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と
語

っ
た
。さ
ら
に
、電
気
融
着
に
よ
る
接
合
は
信
頼
性

が
高
く
、漏
水
の
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
こ
と
も

利
点
と
し
て
指
摘
し
た
。本
工
事
で
は
、地
権
者

の
要
望
で
埋
設
配
管
と
な
っ
た
が
、カ
ー
ボ
ン
ブ

ラ
ッ
ク
の
配
合
で
耐
候
性
が
向
上
し
た
圧
力
用

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
で
露
出
配
管
す
る
こ
と

も
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。

急
斜
面
で
行
わ
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
配
管

　
諸
塚
村
川
の
口
地
区
の
施
工
現
場
は
、役
場
か

ら
川
の
口
地
区
の
集
落
へ
通
じ
る
細
い
道
路
を
ど

ん
ど
ん
登
り
、自
動
車
で
登
れ
る
限
界
の
所
に
あ

っ
た
。私
有
林
を
伐
採
し
た
急
斜
面
が
広
が
り
、掘

削
溝
に
口
径
2
0
0
の
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
の
配
管
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　
工
事
を
監
督
す
る
株
式
会
社
興
洋
、工
事
部
の

安
田
勝
彦
さ
ん
に
よ
る
と
施
工
を
安
全
に
行
う
た

め
、ウ
イ
ン
チ
で
パ
イ
プ
を
固
定
し
、パ
イ
プ
の
挿

入
幅
の
調
整
な
ど
は
人
力
で
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。傾
斜
角
30
度
と
い
う
険
し
い
斜
面
で
の
作
業

で
は
あ
る
が
、E
F
接
合
の
ス
ク
レ
ー
プ
、清
掃
、ク

ラ
ン
プ
固
定
、通
電
な
ど
決
め
ら
れ
た
手
順
が
確

実
に
行
わ
れ
て
い
た
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
1
1
4
m

の
配
管
に
約
３
日
、そ
の
前
の
私
有
林
の
伐
採
や

掘
削
と
合
わ
せ
て
約
10
日
間
で
作
業
が
完
了
す
る
。

　
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
の
設
置
、水
圧
管
の
配
管
、発
電

所
建
家
の
建
設
ま
で
の
工
事
が
平
成
28
年
3
月

末
ま
で
に
行
わ
れ
た
。こ
れ
と
平
行
し
て
ク
ロ
ス

フ
ロ
ー
水
車
が
製
作
さ
れ
て
お
り
、性
能
が
確
認

さ
れ
し
だ
い
発
電
所
内
に
設
置
さ
れ
る
。そ
の
後
、

水
車
お
よ
び
発
電
機
等
、電
気
設
備
の
工
事
が
行

わ
れ
、平
成
29
年
3
月
末
ま
で
に
発
電
を
開
始
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
発
電
が
始
ま
る
と
気
に
な
る
の
が
、そ
の
経
済

性
で
あ
る
。本
発
電
施
設
は
初
期
投
資
だ
け
で
な

く
、維
持
管
理
を
水
利
組
合
に
委
託
す
る
こ
と
で

発
電
経
費
も
抑
え
る
。供
給
発
電
量
は
約
9
・
4

kW
h
を
想
定
し
て
お
り
、昼
夜
発
電
で
き
る
こ
と

か
ら
約
８
年
で
初
期
投
資
が
回
収
で
き
る
見
込

み
で
あ
る
。初
期
投
資
の
回
収
が
終
わ
る
頃
ま
で

に
は
、小
水
力
発
電
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
村

外
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
、自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
輪
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

村の活性化を実現する小水力発電の水圧管に採用された
圧力用高密度ポリエチレン管

村の活性化を実現する小水力発電の水圧管に採用された
圧力用高密度ポリエチレン管

施 工 現 場 レ ポ ー ト

ヘッドタンク 農業用水管路

発電所

圧力用高密度ポリエチレン管

主な仕様
有効落差（m）
水圧管路長（m）
最大使用水量（m3/s）
最大発電力（kW）

50
114.6
0.08
18.8

小水力発電設備 概略

傾斜角30度の急斜面に配管された圧力用高密度ポリエチレン管

諸塚村の田園風景

パイプ表面の切削（スクレープ） パイプの挿入

パイプの融着 ウインチを使ってパイプを固定建設中の発電所

コンクリート製のヘッドタンク ヘッドタンクからの配管 試作中のクロスフロー水車

迂回させた水量豊かな
農業用水。この用水が
発電に使用される。
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い
が
、こ
れ
ま
で
森
林
か
ら
の
恵
み
を
巧

み
に
活
用
し
て
、複
合
的
な
農
林
業
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
き
た
。

　
そ
ん
な
地
域
の
代
表
で
も
あ
る
諸
塚
村
は
、椎

茸
栽
培
が
盛
ん
で
、全
国
有
数
の
干
し
椎
茸
の
産

地
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、典
型
的
な
中
山
間
地

で
は
、お
茶
の
栽
培
に
加
え
て
稲
作
も
行
わ
れ
て

お
り
、棚
田
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。豊
か
な

水
資
源
が
あ
り
、戦
前
よ
り
農
業
用
水
路
を
整

備
し
て
き
た
た
め
標
高
の
高
い
地
域
で
も
農
業

を
可
能
に
し
て
き
た
。

豊
富
な
水
資
源
を
活
か
し
た
小
水
力
発

電
が
始
ま
る

　
宮
崎
県
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
豊
か
な
水
資
源
を
活
か

し
た
小
水
力
発
電
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。諸
塚

村
で
も
平
成
24
年
ご
ろ
か
ら
農
業
用
水
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
の
調
査
が
行
わ
れ
、県
の
補
助

事
業
と
し
て
川
の
口
地
区
に
小
水
力
発
電
設
備

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
建
設
の
目
的
に
つ
い
て
諸
塚
村
役
場
産
業
課

の
菊
池
浩
一
さ
ん
は
、「
発
電
し
た
電
気
は
九
州
電

力
に
売
電
し
、そ
の
利
益
を
農
業
用
施
設
等
の
維

持
管
理
費
に

活
用
す
る
。

さ
ら
に
、村

予
算
の
農
業

振
興
や
林
業

振
興
に
当
て

て
産
業
の
振

興
や
地
域
の

活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
」

と
語
っ
た
。そ

の
効
果
は
農

林
業
従
事
者
に
留
ま
ら
な
い
。自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
を
導
入
し
、「
エ
コ
ビ

レ
ッ
ジ
諸
塚
村
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
村
外

か
ら
見
学
者
や
観
光
客
を
呼
び
込
み
、村
民
と
の

交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

水
圧
管
に
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
圧
力
用

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
採
用

　
設
備
の
概
要
は
、標
高
約
5
5
0
m
に
配
管
さ

れ
て
い
る
農
業
用
水
管
路
か
ら
分
水
し
、ヘ
ッ
ド

タ
ン
ク
と
呼
ば
れ
る
水
槽
に
集
水
し
、一
旦
流
量
の

変
化
を
吸
収
す
る
。そ
し
て
水
槽
か
ら
水
圧
管
で

約
50
m
下
の
発
電
所
ま
で
用
水
を
送
り
、位
置
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
た
用
水
に
よ
っ
て
発
電
所
内
の
水

車
を
回
転
さ
せ
、シ
ャ
フ
ト
に
て
発
電
機
へ
と
力

を
伝
え
発
電
す
る
。発
電
に
使
用
し
た
用
水
は
再

び
下
流
の
農
業
用
水
管
路
に
戻
さ
れ
る
。

　
こ
の
発
電
設
備
の
水
圧
管
に
採
用
さ
れ
た
の

が
、ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
で
あ
る
。設
計
を
担
当
し
た
九
州
工

営
株
式
会
社
、技
術
本
部
の
高
橋
真
一
さ
ん
は
、採

用
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
配
管
場
所
を
あ
げ
た
。

「
施
工
現
場
と
な
る
山
の
急
斜
面
を
見
て
す
ぐ
に

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
浮
か
ん
だ
。と
い
う
の
も
、凸

凹
の
あ
る
山
の
斜
面
に
配
管
す
る
た
め
、ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
な
ら
そ
の
柔
軟
性
で
斜
面
の
変
化
に
も

追
従
す
る
。そ
の
結
果
、小
角
ベ
ン
ド
を
削
減
し

て
工
事
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と
語

っ
た
。さ
ら
に
、電
気
融
着
に
よ
る
接
合
は
信
頼
性

が
高
く
、漏
水
の
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
こ
と
も

利
点
と
し
て
指
摘
し
た
。本
工
事
で
は
、地
権
者

の
要
望
で
埋
設
配
管
と
な
っ
た
が
、カ
ー
ボ
ン
ブ

ラ
ッ
ク
の
配
合
で
耐
候
性
が
向
上
し
た
圧
力
用

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
で
露
出
配
管
す
る
こ
と

も
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。

急
斜
面
で
行
わ
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
配
管

　
諸
塚
村
川
の
口
地
区
の
施
工
現
場
は
、役
場
か

ら
川
の
口
地
区
の
集
落
へ
通
じ
る
細
い
道
路
を
ど

ん
ど
ん
登
り
、自
動
車
で
登
れ
る
限
界
の
所
に
あ

っ
た
。私
有
林
を
伐
採
し
た
急
斜
面
が
広
が
り
、掘

削
溝
に
口
径
2
0
0
の
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
の
配
管
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　
工
事
を
監
督
す
る
株
式
会
社
興
洋
、工
事
部
の

安
田
勝
彦
さ
ん
に
よ
る
と
施
工
を
安
全
に
行
う
た

め
、ウ
イ
ン
チ
で
パ
イ
プ
を
固
定
し
、パ
イ
プ
の
挿

入
幅
の
調
整
な
ど
は
人
力
で
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。傾
斜
角
30
度
と
い
う
険
し
い
斜
面
で
の
作
業

で
は
あ
る
が
、E
F
接
合
の
ス
ク
レ
ー
プ
、清
掃
、ク

ラ
ン
プ
固
定
、通
電
な
ど
決
め
ら
れ
た
手
順
が
確

実
に
行
わ
れ
て
い
た
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
1
1
4
m

の
配
管
に
約
３
日
、そ
の
前
の
私
有
林
の
伐
採
や

掘
削
と
合
わ
せ
て
約
10
日
間
で
作
業
が
完
了
す
る
。

　
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
の
設
置
、水
圧
管
の
配
管
、発
電

所
建
家
の
建
設
ま
で
の
工
事
が
平
成
28
年
3
月

末
ま
で
に
行
わ
れ
た
。こ
れ
と
平
行
し
て
ク
ロ
ス

フ
ロ
ー
水
車
が
製
作
さ
れ
て
お
り
、性
能
が
確
認

さ
れ
し
だ
い
発
電
所
内
に
設
置
さ
れ
る
。そ
の
後
、

水
車
お
よ
び
発
電
機
等
、電
気
設
備
の
工
事
が
行

わ
れ
、平
成
29
年
3
月
末
ま
で
に
発
電
を
開
始
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
発
電
が
始
ま
る
と
気
に
な
る
の
が
、そ
の
経
済

性
で
あ
る
。本
発
電
施
設
は
初
期
投
資
だ
け
で
な

く
、維
持
管
理
を
水
利
組
合
に
委
託
す
る
こ
と
で

発
電
経
費
も
抑
え
る
。供
給
発
電
量
は
約
9
・
4

kW
h
を
想
定
し
て
お
り
、昼
夜
発
電
で
き
る
こ
と

か
ら
約
８
年
で
初
期
投
資
が
回
収
で
き
る
見
込

み
で
あ
る
。初
期
投
資
の
回
収
が
終
わ
る
頃
ま
で

に
は
、小
水
力
発
電
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
村

外
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
、自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
輪
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

村の活性化を実現する小水力発電の水圧管に採用された
圧力用高密度ポリエチレン管

村の活性化を実現する小水力発電の水圧管に採用された
圧力用高密度ポリエチレン管

施 工 現 場 レ ポ ー ト

ヘッドタンク 農業用水管路

発電所

圧力用高密度ポリエチレン管

主な仕様
有効落差（m）
水圧管路長（m）
最大使用水量（m3/s）
最大発電力（kW）

50
114.6
0.08
18.8

小水力発電設備 概略

傾斜角30度の急斜面に配管された圧力用高密度ポリエチレン管

諸塚村の田園風景

パイプ表面の切削（スクレープ） パイプの挿入

パイプの融着 ウインチを使ってパイプを固定建設中の発電所

コンクリート製のヘッドタンク ヘッドタンクからの配管 試作中のクロスフロー水車

迂回させた水量豊かな
農業用水。この用水が
発電に使用される。
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EXパイプの種類 対応可能な
既設管呼び径

自立管タイプ

二層構造管タイプ

ライニングタイプ

150～400

200～300

100～600

あやめ台団地住宅
管理組合　理事長
齋藤昭彦さん

建装工業株式会社
首都圏マンションリニュー
アル事業部  設備統括部
渡辺能文さん

B

A

増
加
す
る
団
地
の
大
規
模
修
繕

　
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、膨
大
な
住

宅
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、大
都
市
圏

の
郊
外
で
活
発
に
住
宅
団
地
の
開
発
が

行
わ
れ
た
。現
在
、そ
の
多
く
が
築
40
年

を
超
え
、種
々
の
大
規
模
修
繕
が
行
わ

れ
て
い
る
。千
葉
市
稲
毛
区
に
あ
る「
あ

や
め
台
団
地
」も
そ
ん
な
団
地
の
一つ
で

あ
る
。昭
和
47
年
に
建
て
ら
れ
た
こ
の

団
地
内
に
は
、17
棟
に
4
9
0
世
帯
余

り
が
生
活
し
、大
規
模
修
繕
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
る
。平
成
21
年
に
は
給
水
管
、平
成
24
年
に
は

雑
排
水
管
、平
成
25
年
〜
26
年
に
は
外
装
及
び
金

属
製
建
具
の
更
生
工
事
を
相
次
い
で
行
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
大
規
模
修
繕
の
最
後
に
行
わ
れ
た
の
が
、

団
地
内
埋
設
排
水
管
の
更
生
工
事
で
あ
る
。今
回

の
工
事
に
つ
い
て
、「
近
年
、埋
設
排
水
管
で
し
ば

し
ば
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、そ
の
度
に
ス
ポ
ッ
ト
的

な
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、い
つ
排
水
が
流
せ
な

い
と
い
っ
た
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
か
、

冷
や
冷
や
し
て
い
た
」と
語
る
の
は
、あ
や
め
台
団

地
住
宅
管
理
組
合
理
事
長
の
齋
藤
昭
彦
さ
ん
。齋

藤
さ
ん
が
懸
念
し
て
い
た
の
は
、傾
斜
地
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
埋
設
排
水
管
が
詰
ま
り
、開
削
工
事

で
対
応
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
ヒ
ュ

ー
ム
管
な
ど
の
既
設
管
内
に
植
栽
の
根
が
侵
入

し
、ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
た
。

団
地
内
の
排
水
管
の
更
生
工
事
に
E
X
工
法

　
そ
こ
で
齋
藤
さ
ん
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情

報
を
収
集
し
、非
開
削
で
行
う
埋
設
排
水
管
の
更

生
工
事
を
建
通
新
聞
で
公
募
し
た
。応
募
の
中
か

ら
ま
ず
、既
設
管
内
部
に
新
管
を
形
成
す
る
工
法

に
絞
り
、適
切
な
工
事
価
格
と
安
定
し
た
品
質
が

期
待
で
き
る
E
X
工
法
を
提
案
し
た
建
装
工
業

株
式
会
社
を
採
用
し
た
。

　
更
生
箇
所
と
し
て
、棟
と
棟
の
間
に
埋
設
さ
れ

た
管
路
や
埋
設
深
さ
の
深
い
管
路
が
選
ば
れ
た
。

呼
び
径
1
5
0
の
管
路
が
14
か
所
、呼
び
径

2
0
0
の
管
路
が
２
か
所
で
、そ
れ
ぞ
れ
５
〜
20

m
の
管
路
長
で
工
事
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、管
路

の
更
生
と
合
わ
せ
て
、マ
ン
ホ
ー
ル
内
の
ス
テ
ッ
プ

の
交
換
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
現
場
で
指
揮
を
執
っ
た
建
装
工
業
株
式
会
社

首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
部
設
備

統
括
部
の
渡
辺
能
文
さ
ん
は
、工
事
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、既
設
管
路
の
状
態
を
事
前
の
カ
メ
ラ
調

査
で（
段
差
や
異
物
な
ど
の
有
無
を
）把
握
し
、確

実
に
施
工
す
る
こ
と
あ
げ
た
。ま
た
、団
地
内
な
の

で
工
事
車
両
が
生
活
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
こ
と
や
、

排
水
規
制
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
住
人
へ

の
配
慮
に
も
言
及
し
た
。

　
さ
ら
に
渡
辺
さ
ん
は
、「
首
都
圏
で
は
、集
合
住

宅
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。今
後
は
、建
物
内
の

給
排
水
配
管
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
だ
け
で
な
く
、埋
設

排
水
管
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
る
。今
回
の
経
験
を
生
か
し
、Ｅ
Ｘ
工
法
に
よ
る

更
生
工
事
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

耐
摩
耗
性
、水
密
性
等
を
復
元
す
る

ラ
イ
ニ
ン
グ
タ
イ
プ

　
見
学
し
た
日
に
使
用
さ
れ
た
E
X
パ
イ
プ
は
、

呼
び
径
1
5
0
、長
さ
約
11
m
、呼
び
厚
さ
３
㎜
の

ラ
イ
ニ
ン
グ
タ
イ
プ
。ラ
イ
ニ
ン
グ
タ
イ
プ
は
、既
設

管
の
呼
び
径
が
1
0
0
か
ら
6
0
0
ま
で
と
使
用

範
囲
が
広
く
、今
回
の
工
事
で
は
、木
根
の
侵
入
防

止
に
加
え
て
、流
下
性
能
、耐
摩
耗
性
、水
密
性
等

を
復
元
を
目
的
に
採
用
さ
れ
た
。そ
の
E
X
パ
イ

プ
を
舗
道
上
で
巻
物
の
状
態
か
ら
伸
ば
し
、抵
抗

な
く
既
設
管
へ
挿
入
す
る
た
め
、パ
イ
プ
内
に
ボ
イ

ラ
ー
車
か
ら
の
蒸
気
を
送
り
加
熱・軟
化
さ
せ
た
。

　
パ
イ
プ
を
加
熱
す
る
一
方
、既
設
管
路
で
は
超
高

圧
洗
浄
で
管
内
を
清
掃
し
た
後
、自
走
式
の
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
車
を
走
ら
せ
、管
内
の
様
子
を
確
認
し

た
。突
起
物
等
を
確
認
す
れ
ば
、再
び
超
高
圧
洗

浄
で
除
去
す
る
。管
内
の
確
認
が
終
わ
る
と
、到

達
側
に
ウ
イ
ン
チ
を
設
置
し
、加
熱
し
た
パ
イ
プ

を
マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
引
き
込
み
、再
び
蒸
気
で
加

熱
、拡
径
し
て
既
設
管
に
密
着
さ
せ
て
冷
却
し
た
。

　
そ
の
後
、挿
入
側
、到
達
側
で
パ
イ
プ
の
末
端
部

分
を
切
り
取
り
、再
び
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
仕
上
が
っ

た
管
内
を
撮
影・記
録
し
問
題
が
無
い
こ
と
を
確

認
し
た
。最
後
に
パ
イ
プ
と
マ
ン
ホ
ー
ル
接
続
部

を
管
口
仕
上
げ
材
で
仕
上
げ
て
工
事
が
終
了
し
た
。

　
工
事
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
切
れ
間
無
く
行
わ

れ
た
が
、パ
イ
プ
の
加
熱
温
度
や
時
間
、そ
れ
に
圧

力
な
ど
が
細
か
く
測
定
さ
れ
、緻
密
な
工
事
が
行

わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
埋
設
排
水
管
の
更
生
工
事
で
ほ
ぼ
一
連
の

工
事
が
完
了
す
る
が
、齋
藤
さ
ん
は
10
年
後
に
は

再
び
外
装
な
ど
の
大
規
模
修
繕
工
事
を
行
い
、今

後
40
年
間
は
同
団
地
を
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と

語
る
。住
人
は
高
齢
の
年
金
生
活
者
が
増
え
、簡
単

に
管
理
費
等
も
増
や
せ
な
い
。同
団
地
は
管
理
会

社
に
委
託
せ
ず
自
主
管
理
を
行
う
こ
と
で
、管
理

コ
ス
ト
を
抑
え
て
き
た
。千
葉
市
内
に
は
あ
や
め

台
団
地
と
同
じ
年
代
に
建
て
ら
れ
た
団
地
が
多
く
、

老
朽
化
し
た
排
水
管
の
問
題
を
抱
え
る
団
地
で
は
、

今
回
の
工
事
は
大
い
に
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

団地内の老朽化した
埋設排水管を更生する

ＥＸ工法

団地内の老朽化した
埋設排水管を更生する

ＥＸ工法

施 工 現 場 レ ポ ート

ボイラー車 EXパイプ挿入側 到達側

既設管

EX工法(拡径）の概念図

BA

製品案内

連続パイプを生み出す小口径管路の非開削更生工法
下水道管として50年以上の使用実績のある硬質ポリ塩化ビニル製

●優れた耐食性、耐摩耗性
●新設管同様の耐震性
●未硬化のない安定した品質

●A挿入側

●B 到達側

EXパイプの引き込み　加熱・軟化させたEXパイプをマンホール内に引き込む。

端末仕上げ（挿入側）
管口仕上げ材によるマンホールと
EXパイプ接合部の仕上げ

パイプの成形中（到達側）
蒸気でパイプを加熱・拡径し、既設管に
密着させる

挿入側のマンホール●Aと到達側の
マンホール●B（約11m）

自走式のテレビカメラと
超高圧洗浄後の管内調査

到達側でのウインチの設置

ボイラーからの蒸気でEXパイプを暖める

木根の入り込んだ
ヒューム管

施工前 きれいな管内に復元施工後

EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法 （公社）日本下水道協会Ⅱ類資器材登録品
呼び径

100～600

蒸気で管路を形成パイプの挿入

復元
拡径
密着

既設管

ＥＸパイプ

●臭気の発生、火災の心配がない
●端材はリサイクル可能
●加熱・拡径・冷却のスピード施工

特　長

※詳細は弊社カタログをご参照ください。

既設管
鉄筋コンクリート管、
陶管、鋳鉄管、鋼管

EXパイプ
耐久性・安全性に優れた
硬質ポリ塩化ビニル製

テレビカメラ
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EX工法 【千葉県千葉市稲毛区】

Field Report NowField Report Now

EXパイプの種類 対応可能な
既設管呼び径

自立管タイプ

二層構造管タイプ

ライニングタイプ

150～400

200～300

100～600

あやめ台団地住宅
管理組合　理事長
齋藤昭彦さん

建装工業株式会社
首都圏マンションリニュー
アル事業部  設備統括部
渡辺能文さん

B

A

増
加
す
る
団
地
の
大
規
模
修
繕

　
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、膨
大
な
住

宅
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、大
都
市
圏

の
郊
外
で
活
発
に
住
宅
団
地
の
開
発
が

行
わ
れ
た
。現
在
、そ
の
多
く
が
築
40
年

を
超
え
、種
々
の
大
規
模
修
繕
が
行
わ

れ
て
い
る
。千
葉
市
稲
毛
区
に
あ
る「
あ

や
め
台
団
地
」も
そ
ん
な
団
地
の
一つ
で

あ
る
。昭
和
47
年
に
建
て
ら
れ
た
こ
の

団
地
内
に
は
、17
棟
に
4
9
0
世
帯
余

り
が
生
活
し
、大
規
模
修
繕
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
る
。平
成
21
年
に
は
給
水
管
、平
成
24
年
に
は

雑
排
水
管
、平
成
25
年
〜
26
年
に
は
外
装
及
び
金

属
製
建
具
の
更
生
工
事
を
相
次
い
で
行
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
大
規
模
修
繕
の
最
後
に
行
わ
れ
た
の
が
、

団
地
内
埋
設
排
水
管
の
更
生
工
事
で
あ
る
。今
回

の
工
事
に
つ
い
て
、「
近
年
、埋
設
排
水
管
で
し
ば

し
ば
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、そ
の
度
に
ス
ポ
ッ
ト
的

な
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、い
つ
排
水
が
流
せ
な

い
と
い
っ
た
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
か
、

冷
や
冷
や
し
て
い
た
」と
語
る
の
は
、あ
や
め
台
団

地
住
宅
管
理
組
合
理
事
長
の
齋
藤
昭
彦
さ
ん
。齋

藤
さ
ん
が
懸
念
し
て
い
た
の
は
、傾
斜
地
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
埋
設
排
水
管
が
詰
ま
り
、開
削
工
事

で
対
応
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
ヒ
ュ

ー
ム
管
な
ど
の
既
設
管
内
に
植
栽
の
根
が
侵
入

し
、ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
た
。

団
地
内
の
排
水
管
の
更
生
工
事
に
E
X
工
法

　
そ
こ
で
齋
藤
さ
ん
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情

報
を
収
集
し
、非
開
削
で
行
う
埋
設
排
水
管
の
更

生
工
事
を
建
通
新
聞
で
公
募
し
た
。応
募
の
中
か

ら
ま
ず
、既
設
管
内
部
に
新
管
を
形
成
す
る
工
法

に
絞
り
、適
切
な
工
事
価
格
と
安
定
し
た
品
質
が

期
待
で
き
る
E
X
工
法
を
提
案
し
た
建
装
工
業

株
式
会
社
を
採
用
し
た
。

　
更
生
箇
所
と
し
て
、棟
と
棟
の
間
に
埋
設
さ
れ

た
管
路
や
埋
設
深
さ
の
深
い
管
路
が
選
ば
れ
た
。

呼
び
径
1
5
0
の
管
路
が
14
か
所
、呼
び
径

2
0
0
の
管
路
が
２
か
所
で
、そ
れ
ぞ
れ
５
〜
20

m
の
管
路
長
で
工
事
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、管
路

の
更
生
と
合
わ
せ
て
、マ
ン
ホ
ー
ル
内
の
ス
テ
ッ
プ

の
交
換
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
現
場
で
指
揮
を
執
っ
た
建
装
工
業
株
式
会
社

首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
部
設
備

統
括
部
の
渡
辺
能
文
さ
ん
は
、工
事
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、既
設
管
路
の
状
態
を
事
前
の
カ
メ
ラ
調

査
で（
段
差
や
異
物
な
ど
の
有
無
を
）把
握
し
、確

実
に
施
工
す
る
こ
と
あ
げ
た
。ま
た
、団
地
内
な
の

で
工
事
車
両
が
生
活
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
こ
と
や
、

排
水
規
制
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
住
人
へ

の
配
慮
に
も
言
及
し
た
。

　
さ
ら
に
渡
辺
さ
ん
は
、「
首
都
圏
で
は
、集
合
住

宅
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。今
後
は
、建
物
内
の

給
排
水
配
管
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
だ
け
で
な
く
、埋
設

排
水
管
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
る
。今
回
の
経
験
を
生
か
し
、Ｅ
Ｘ
工
法
に
よ
る

更
生
工
事
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

耐
摩
耗
性
、水
密
性
等
を
復
元
す
る

ラ
イ
ニ
ン
グ
タ
イ
プ

　
見
学
し
た
日
に
使
用
さ
れ
た
E
X
パ
イ
プ
は
、

呼
び
径
1
5
0
、長
さ
約
11
m
、呼
び
厚
さ
３
㎜
の

ラ
イ
ニ
ン
グ
タ
イ
プ
。ラ
イ
ニ
ン
グ
タ
イ
プ
は
、既
設

管
の
呼
び
径
が
1
0
0
か
ら
6
0
0
ま
で
と
使
用

範
囲
が
広
く
、今
回
の
工
事
で
は
、木
根
の
侵
入
防

止
に
加
え
て
、流
下
性
能
、耐
摩
耗
性
、水
密
性
等

を
復
元
を
目
的
に
採
用
さ
れ
た
。そ
の
E
X
パ
イ

プ
を
舗
道
上
で
巻
物
の
状
態
か
ら
伸
ば
し
、抵
抗

な
く
既
設
管
へ
挿
入
す
る
た
め
、パ
イ
プ
内
に
ボ
イ

ラ
ー
車
か
ら
の
蒸
気
を
送
り
加
熱・軟
化
さ
せ
た
。

　
パ
イ
プ
を
加
熱
す
る
一
方
、既
設
管
路
で
は
超
高

圧
洗
浄
で
管
内
を
清
掃
し
た
後
、自
走
式
の
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
車
を
走
ら
せ
、管
内
の
様
子
を
確
認
し

た
。突
起
物
等
を
確
認
す
れ
ば
、再
び
超
高
圧
洗

浄
で
除
去
す
る
。管
内
の
確
認
が
終
わ
る
と
、到

達
側
に
ウ
イ
ン
チ
を
設
置
し
、加
熱
し
た
パ
イ
プ

を
マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
引
き
込
み
、再
び
蒸
気
で
加

熱
、拡
径
し
て
既
設
管
に
密
着
さ
せ
て
冷
却
し
た
。

　
そ
の
後
、挿
入
側
、到
達
側
で
パ
イ
プ
の
末
端
部

分
を
切
り
取
り
、再
び
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
仕
上
が
っ

た
管
内
を
撮
影・記
録
し
問
題
が
無
い
こ
と
を
確

認
し
た
。最
後
に
パ
イ
プ
と
マ
ン
ホ
ー
ル
接
続
部

を
管
口
仕
上
げ
材
で
仕
上
げ
て
工
事
が
終
了
し
た
。

　
工
事
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
切
れ
間
無
く
行
わ

れ
た
が
、パ
イ
プ
の
加
熱
温
度
や
時
間
、そ
れ
に
圧

力
な
ど
が
細
か
く
測
定
さ
れ
、緻
密
な
工
事
が
行

わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
埋
設
排
水
管
の
更
生
工
事
で
ほ
ぼ
一
連
の

工
事
が
完
了
す
る
が
、齋
藤
さ
ん
は
10
年
後
に
は

再
び
外
装
な
ど
の
大
規
模
修
繕
工
事
を
行
い
、今

後
40
年
間
は
同
団
地
を
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と

語
る
。住
人
は
高
齢
の
年
金
生
活
者
が
増
え
、簡
単

に
管
理
費
等
も
増
や
せ
な
い
。同
団
地
は
管
理
会

社
に
委
託
せ
ず
自
主
管
理
を
行
う
こ
と
で
、管
理

コ
ス
ト
を
抑
え
て
き
た
。千
葉
市
内
に
は
あ
や
め

台
団
地
と
同
じ
年
代
に
建
て
ら
れ
た
団
地
が
多
く
、

老
朽
化
し
た
排
水
管
の
問
題
を
抱
え
る
団
地
で
は
、

今
回
の
工
事
は
大
い
に
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

団地内の老朽化した
埋設排水管を更生する

ＥＸ工法

団地内の老朽化した
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端末仕上げ（挿入側）
管口仕上げ材によるマンホールと
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工事会社さまインタビュー

延
焼
防
止
機
能
付
受
け
口
付
直
管「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

工事会社さまインタビュー工事会社さまインタビュー

延焼防止部品内部の熱膨張材が管内部を閉塞。
（火災時に膨張開始）

下階からの熱や炎による延焼を防止。

塩ビ管で配管可能

カンペイ立て管

集合管の温度上昇が抑えられる

貫通部温度：低

火災発生！

長倉工業株式会社　東京事業所
東京都府中市新町１－７０－１
代表取締役　長倉　孝一
事業：給排水衛生設備、空調換気
設備、消火設備などの各工事

●
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
採
用
さ
れ
た

い
き
さ
つ
は
？

　
元
々
、ボ
ル
ト
締
め
で
施
工
す
る
カ
ン
ペ
イ

君
を
使
用
し
て
い
た
の
で
す
が
、ボ
ル
ト
の
締

付
け
不
足
な
ど
の
施
工
ミ
ス
が
発
生
す
る
リ

ス
ク
が
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、3
年
位
前
で
し
ょ
う
か
、塩
ビ
製
の

排
水
立
て
管
に
受
け
口
が
つ
い
た
カ
ン
ペ
イ
立

て
管
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。そ
れ
で
、あ
る
物
件
で
採
用
し
て
み
る
と

施
工
性
や
漏
水
不
安
の
解
消
な
ど
、い
ろ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
を
発
見
し
、す
ぐ
に
カ
ン
ペ
イ
立
て

管
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。今
で
は
特
に
指
定

が
な
い
限
り
、ほ
ぼ
１
０
０
％
カ
ン
ペ
イ
立
て
管

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●
排
水
立
て
管
の
管
種
の
選
択
に
つ
い
て

　
事
業
主
な
ど
に
よ
っ
て
管
種
を
決
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、指
定
が
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
か
ら
、そ
ん
な
と
き
は
カ
ン
ペ
イ

立
て
管
の
性
能
を
ア
ピ
ー
ル
し
、こ
ち
ら
か
ら

カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

●
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
採
用
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
か
？

　
ま
ず
は
、漏
水
の
心
配
が
極
め
て
少
な
い
こ

と
で
す
ね
。R
J
直
管
の
よ
う
に
受
け
口
付
に

な
っ
て
い
る
の
で
、排
水
を
下
側
か
ら
受
け
、

漏
水
の
可
能
性
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
使
用
し
始
め

て
、漏
水
等
の
事
故
は
な
く
、施
工
後
の
検
査

で
も
問
題
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
使
用
す
る
こ
と

で
、立
て
管
は
も
ち
ろ
ん
横
引
き
配
管
に
塩
ビ

管
が
使
用
で
き
る
の
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

す
。塩
ビ
管
は
耐
火
二
層
管
に
比
べ
て
軽
く
て

施
工
が
し
や
す
い
で
す
。ま
た
、外
径
が
小
さ

い
の
で
勾
配
も
取
り
や
す
く
、特
に
高
さ
の
な

い
施
工
場
所
に
は
有
利
で
す
。

　
耐
火
二
層
管
の
使
用
を
な
く
す
こ
と
で
、配

管
材
の
種
類
を
減
ら
せ
る
の
で
施
工
管
理
が

や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、滑
剤
を
塗
っ
て
排
水
集
合
管
を

挿
入
す
る
だ
け
で
す
か
ら
、施
工
の
ス
ピ
ー
ド

が
上
が
り
ま
す
。高
所
で
の
ボ
ル
ト
締
め
等
が

無
く
作
業
ミ
ス
が
起
こ
り
に
く
い
と
い
う
こ
と

と
、作
業
者
に
よ
る
施
工
の
ば
ら
つ
き
も
な
い

た
め
、管
理
を
担
当
す
る
も
の
か
ら
す
る
と
安

心
で
す
。ま
た
、実
際
に
い
ろ
ん
な
配
管
材
を

使
用
す
る
職
人
の
間
で
も
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
で

配
管
し
た
い
と
い
う
声
は
大
き
く
、施
工
性
に

つ
い
て
評
価
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

●
施
工
コ
ス
ト
は
ど
う
で
す
か
？

　
排
水
立
て
管
、横
引
き
管
、遮
音
材
も
含
め

て
材
料
費
等
お
よ
び
施
工
費
は
、従
来
配
管
と

比
較
し
て
同
等
か
そ
れ
以
下
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

●
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
に
何
か
要
望
は

　あ
り
ま
す
か
？

　
遮
音
の
や
り
方
で
す
ね
。分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

場
合
は
、販
売
後
の
ク
レ
ー
ム
に
な
ら
な
い
よ
う

遮
音
対
策
を
施
す
こ
と
が
多
い
で
す
。以
前
、

カ
ン
ペ
イ
君
を
使
用
し
て
い
た
と
き
に
は
、遮
音

材
に
カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト
は
内
部
に
ウ
レ
タ
ン
が

縫
製
さ
れ
て
い
て
面
フ
ァ
ス
ナ
で
貼
付
け
る
だ

け
で
配
管
か
ら
遮
音
巻
き
ま
で
同
じ
作
業
者
が

で
き
、非
常
に
楽
で
し
た
。早
く
、カ
ン
ペ
イ

立
て
管
で
も
カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト
を
普
通
に
使

え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

※
現
在
、カ
ン
ペ
イ
立
て
管
と
カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト

の
組
み
合
わ
せ
で
消
防
性
能
評
定
を
取
得

中
で
す
。

延焼防止部品
受け口

ゴムリング

受け口付直管に延焼防止
部品をセット。上向きの受
け口と差込み形ゴムリン
グ接合で「安心」「簡単」
に接合可能。

熱膨張材
（延焼防止部品）

カンペイ立て管の構造

　
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
規
模
建
築
物
を
設
計
す
る
時
に
は
、火
災
時
に

延
焼
を
防
ぐ
た
め
建
築
基
準
法
で
防
火
区
画
の
貫
通
処
理
規
定
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。防
火
区
画
と
は
、火
災
発
生
時
に
煙
や
炎
を
一
定
範

囲
内
に
収
め
る
た
め
に
設
け
る
区
画
単
位
の
こ
と
で
す
。建
築
基
準
法

1
2
9
条
２
の
５
、１
項
７
号
で
は
、「
防
火
区
画
を
貫
通
す
る
配
管
は
、

防
火
区
画
の
両
側
１
ｍ
の
配
管
を
不
燃
材
で
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。防
火

区
画
等
を
貫
通
す
る
管
に
通
常
の
火
災
の
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
、

所
定
の
条
件
で
加
熱
側
の
反
対
側
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
な

ど
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
、国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
は
、排
水
集
合
管
に
延
焼
防
止
機
能
を
付
加
し

た「
カ
ン
ペ
イ
君
」と
塩
ビ
製
の
受
け
口
付
直
管
に
延
焼
防
止
機
能
を
付

加
し
た「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」を
開
発
し
、国
土
交
通
大
臣
認
定
お
よ
び

消
防
性
能
評
定
を
取
得
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、防
火
区
画
内
で
あ
っ

て
も
、排
水
立
て
管
お
よ
び
横
引
き
管
に
安
価
で
施
工
し
や
す
い
塩
ビ

管
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、販
売
開
始
当
初
よ
り「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
長
倉
工
業
株
式
会
社
の
管
理
部
、小
泉
氏
に

「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」の
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

カンペイ立て管の施工手順概要
トルクレンチ

スパナ

詳しい施工方法は、「排水集合管カタログ」をご参照ください。

●❶ ●❷ ●❸

●❺●❻●❼

●❹

トルクレンチなどで延焼防止金具
を固定します。

立て管の受け口および差し口に
シール滑材を塗布します。

集合管の立て管受け口のゴムリン
グにシール滑材を塗布します。

上階の集合管の差し口にシール
滑剤を塗布します。

上階より集合管を挿入し、モルタ
ルで埋め戻します。

立て管の金物側を上階のスリーブに
入れてから、集合管に挿入します。

カンペイ立て管を集合管の立
て管受け口に挿入します。

カンペイ立て管の
延焼防止のしくみ

長倉工業株式会社  管理部　
小泉　智さん

塩ビ製の管材を使った横引き管の施工

施工後に行われる満水試験のようす 遮音シートを巻いた状態

カンペイ立て管 φ100配管状況

延焼防止機能付　受け口付直管
「カンペイ立て管」

カンペイシート

再生ウレタン
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工事会社さまインタビュー

延
焼
防
止
機
能
付
受
け
口
付
直
管「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

工事会社さまインタビュー工事会社さまインタビュー

延焼防止部品内部の熱膨張材が管内部を閉塞。
（火災時に膨張開始）

下階からの熱や炎による延焼を防止。

塩ビ管で配管可能

カンペイ立て管

集合管の温度上昇が抑えられる

貫通部温度：低

火災発生！

長倉工業株式会社　東京事業所
東京都府中市新町１－７０－１
代表取締役　長倉　孝一
事業：給排水衛生設備、空調換気
設備、消火設備などの各工事

●
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
採
用
さ
れ
た

い
き
さ
つ
は
？

　
元
々
、ボ
ル
ト
締
め
で
施
工
す
る
カ
ン
ペ
イ

君
を
使
用
し
て
い
た
の
で
す
が
、ボ
ル
ト
の
締

付
け
不
足
な
ど
の
施
工
ミ
ス
が
発
生
す
る
リ

ス
ク
が
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、3
年
位
前
で
し
ょ
う
か
、塩
ビ
製
の

排
水
立
て
管
に
受
け
口
が
つ
い
た
カ
ン
ペ
イ
立

て
管
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。そ
れ
で
、あ
る
物
件
で
採
用
し
て
み
る
と

施
工
性
や
漏
水
不
安
の
解
消
な
ど
、い
ろ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
を
発
見
し
、す
ぐ
に
カ
ン
ペ
イ
立
て

管
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。今
で
は
特
に
指
定

が
な
い
限
り
、ほ
ぼ
１
０
０
％
カ
ン
ペ
イ
立
て
管

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●
排
水
立
て
管
の
管
種
の
選
択
に
つ
い
て

　
事
業
主
な
ど
に
よ
っ
て
管
種
を
決
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、指
定
が
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
か
ら
、そ
ん
な
と
き
は
カ
ン
ペ
イ

立
て
管
の
性
能
を
ア
ピ
ー
ル
し
、こ
ち
ら
か
ら

カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

●
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
採
用
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
か
？

　
ま
ず
は
、漏
水
の
心
配
が
極
め
て
少
な
い
こ

と
で
す
ね
。R
J
直
管
の
よ
う
に
受
け
口
付
に

な
っ
て
い
る
の
で
、排
水
を
下
側
か
ら
受
け
、

漏
水
の
可
能
性
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
使
用
し
始
め

て
、漏
水
等
の
事
故
は
な
く
、施
工
後
の
検
査

で
も
問
題
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、カ
ン
ペ
イ
立
て
管
を
使
用
す
る
こ
と

で
、立
て
管
は
も
ち
ろ
ん
横
引
き
配
管
に
塩
ビ

管
が
使
用
で
き
る
の
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

す
。塩
ビ
管
は
耐
火
二
層
管
に
比
べ
て
軽
く
て

施
工
が
し
や
す
い
で
す
。ま
た
、外
径
が
小
さ

い
の
で
勾
配
も
取
り
や
す
く
、特
に
高
さ
の
な

い
施
工
場
所
に
は
有
利
で
す
。

　
耐
火
二
層
管
の
使
用
を
な
く
す
こ
と
で
、配

管
材
の
種
類
を
減
ら
せ
る
の
で
施
工
管
理
が

や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、滑
剤
を
塗
っ
て
排
水
集
合
管
を

挿
入
す
る
だ
け
で
す
か
ら
、施
工
の
ス
ピ
ー
ド

が
上
が
り
ま
す
。高
所
で
の
ボ
ル
ト
締
め
等
が

無
く
作
業
ミ
ス
が
起
こ
り
に
く
い
と
い
う
こ
と

と
、作
業
者
に
よ
る
施
工
の
ば
ら
つ
き
も
な
い

た
め
、管
理
を
担
当
す
る
も
の
か
ら
す
る
と
安

心
で
す
。ま
た
、実
際
に
い
ろ
ん
な
配
管
材
を

使
用
す
る
職
人
の
間
で
も
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
で

配
管
し
た
い
と
い
う
声
は
大
き
く
、施
工
性
に

つ
い
て
評
価
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

●
施
工
コ
ス
ト
は
ど
う
で
す
か
？

　
排
水
立
て
管
、横
引
き
管
、遮
音
材
も
含
め

て
材
料
費
等
お
よ
び
施
工
費
は
、従
来
配
管
と

比
較
し
て
同
等
か
そ
れ
以
下
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

●
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
に
何
か
要
望
は

　あ
り
ま
す
か
？

　
遮
音
の
や
り
方
で
す
ね
。分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

場
合
は
、販
売
後
の
ク
レ
ー
ム
に
な
ら
な
い
よ
う

遮
音
対
策
を
施
す
こ
と
が
多
い
で
す
。以
前
、

カ
ン
ペ
イ
君
を
使
用
し
て
い
た
と
き
に
は
、遮
音

材
に
カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト
は
内
部
に
ウ
レ
タ
ン
が

縫
製
さ
れ
て
い
て
面
フ
ァ
ス
ナ
で
貼
付
け
る
だ

け
で
配
管
か
ら
遮
音
巻
き
ま
で
同
じ
作
業
者
が

で
き
、非
常
に
楽
で
し
た
。早
く
、カ
ン
ペ
イ

立
て
管
で
も
カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト
を
普
通
に
使

え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

※
現
在
、カ
ン
ペ
イ
立
て
管
と
カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト

の
組
み
合
わ
せ
で
消
防
性
能
評
定
を
取
得

中
で
す
。

延焼防止部品
受け口

ゴムリング

受け口付直管に延焼防止
部品をセット。上向きの受
け口と差込み形ゴムリン
グ接合で「安心」「簡単」
に接合可能。

熱膨張材
（延焼防止部品）

カンペイ立て管の構造

　
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
規
模
建
築
物
を
設
計
す
る
時
に
は
、火
災
時
に

延
焼
を
防
ぐ
た
め
建
築
基
準
法
で
防
火
区
画
の
貫
通
処
理
規
定
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。防
火
区
画
と
は
、火
災
発
生
時
に
煙
や
炎
を
一
定
範

囲
内
に
収
め
る
た
め
に
設
け
る
区
画
単
位
の
こ
と
で
す
。建
築
基
準
法

1
2
9
条
２
の
５
、１
項
７
号
で
は
、「
防
火
区
画
を
貫
通
す
る
配
管
は
、

防
火
区
画
の
両
側
１
ｍ
の
配
管
を
不
燃
材
で
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。防
火

区
画
等
を
貫
通
す
る
管
に
通
常
の
火
災
の
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
、

所
定
の
条
件
で
加
熱
側
の
反
対
側
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
な

ど
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
、国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
は
、排
水
集
合
管
に
延
焼
防
止
機
能
を
付
加
し

た「
カ
ン
ペ
イ
君
」と
塩
ビ
製
の
受
け
口
付
直
管
に
延
焼
防
止
機
能
を
付

加
し
た「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」を
開
発
し
、国
土
交
通
大
臣
認
定
お
よ
び

消
防
性
能
評
定
を
取
得
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、防
火
区
画
内
で
あ
っ

て
も
、排
水
立
て
管
お
よ
び
横
引
き
管
に
安
価
で
施
工
し
や
す
い
塩
ビ

管
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、販
売
開
始
当
初
よ
り「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
長
倉
工
業
株
式
会
社
の
管
理
部
、小
泉
氏
に

「
カ
ン
ペ
イ
立
て
管
」の
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

カンペイ立て管の施工手順概要
トルクレンチ

スパナ

詳しい施工方法は、「排水集合管カタログ」をご参照ください。

●❶ ●❷ ●❸

●❺●❻●❼

●❹

トルクレンチなどで延焼防止金具
を固定します。

立て管の受け口および差し口に
シール滑材を塗布します。

集合管の立て管受け口のゴムリン
グにシール滑材を塗布します。

上階の集合管の差し口にシール
滑剤を塗布します。

上階より集合管を挿入し、モルタ
ルで埋め戻します。

立て管の金物側を上階のスリーブに
入れてから、集合管に挿入します。

カンペイ立て管を集合管の立
て管受け口に挿入します。

カンペイ立て管の
延焼防止のしくみ

長倉工業株式会社  管理部　
小泉　智さん

塩ビ製の管材を使った横引き管の施工

施工後に行われる満水試験のようす 遮音シートを巻いた状態

カンペイ立て管 φ100配管状況

延焼防止機能付　受け口付直管
「カンペイ立て管」

カンペイシート

再生ウレタン
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K
C
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が

使
用
可
能

　平
成
27
年
10
月
1
日
付
け
の「
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災

組
織
等
に
関
す
る
省
令（
昭
和
51
年
自
治
省
令

第
17
号
）の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
平
成
27
年

総
務
省
令
第
86
号
）が
公
布
・
施
行
さ
れ
、石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
に
お
け
る
特
定

事
業
者
の
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
の
配
管
で
合

成
樹
脂
製
の
管
等
が
使
用
可
能
と
な
っ
た
。

　使
用
で
き
る
合
成
樹
脂
管
と
は
、平
成
13
年

消
防
庁
告
示
第
19
号
、「
第
三

　管
等
の
性
能
」

に
規
定
す
る
屋
内
消
化
柱
設
備
及
び
屋
外
消
火

柱
設
備
の
配
管
に
適
用
さ
れ
る
各
試
験
に
合
格

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、こ

れ
ら
の
合
成
樹
脂
管
は（
一
財
）日
本
消
防
設
備
安

全
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
・
継
手
は
、呼
び
径
50
〜
2
0
0
に
お
い
て

同
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
取
得
し
て
い
る
の
で
、0
・

6
m
以
上
の
埋
設
管
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
る
。

　近
年
発
生
し
て
い
る
巨
大
地
震
に
対
し
て
、こ
れ

ま
で
水
道
配
水
用
と
し
て
高
い
耐
震
性
能
を
証
明

し
て
き
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
活
用
は
、消
火
用

屋
外
給
水
施
設
の
災
害
対
策
と
し
て
も
貢
献
が
期

待
で
き
、ひ
い
て
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
区
域
等
の

防
災
対
策
強
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
の
配
管
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で

鋼
製
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、合
成
樹
脂
管
を
使
用
で
き
る
こ
と
と
し
、こ
れ
に
関

す
る
基
準
を
追
加
す
る
と
と
も
に
配
管
に
関
す
る
定
期
点
検
の
実
施
方
法
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
が
出
さ
れ
た
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
、合
成
樹
脂
の
管
等
を
使
用
す
る
場
合
の

運
用
上
の
技
術
的
助
言
に
関
す
る
運
用
通
知
が
発
出
さ
れ
た
。こ
こ
で
は
、省
令
改
正
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
に

使
用
可
能
に
な
っ
た
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
に

使
用
可
能
に
な
っ
た
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

対
す
る
点
検
基
準
も
強
化
さ
れ
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
、近
年
、優
れ
た
性
能
を
有
す

る
合
成
樹
脂
配
管
が
様
々
な
分
野
で
用
い
ら
れ
、

一
般
の
消
防
用
設
備
の
配
管
に
つ
い
て
は
、平
成

13
年
の
消
防
法
施
行
規
則
の
改
正
及
び
消
防
庁

告
示
制
定
に
よ
り
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　そ
こ
で
、消
防
庁
で
は
、今
後
増
加
が
見
込
ま

れ
る
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
の
配
管
の
更
新
や

改
修
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
26
年

度
に「
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
消
火
用
屋
外
給

水
施
設
に
お
け
る
合
成
樹
脂
配
管
の
使
用
に
関

す
る
検
討
会
」を
開
催
し
、合
成
樹
脂
製
の
管
等

の
使
用
に
対
す
る
種
々
の
課
題
を
検
討
し
た
。こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お

け
る
特
定
防
災

施
設
等
及
び
防

災
組
織
等
に
関

す
る
省
令
の
一
部

及
び
特
定
防
災

施
設
等
に
対
す

る
定
期
点
検
の

実
施
方
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
。

報
告
書
の
内
容

は
資
料
１
の
通
り

で
あ
る
。ま
た
、

改
正
省
令
及
び

改
正
告
示
の
概

要
に
つ
い
て
は
、

資
料
2
、資
料
3

の
通
り
で
あ
る
。

改
正
の
背
景
と
目
的

　昭
和
40
年
代
に
相
次
い
だ
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

災
害
を
契
機
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止

法
が
昭
和
50
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律

で
は
、石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
の

防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、石
油

を
大
量
に
貯
蔵
・
取
り
扱
う
ま
た
は
高
圧
ガ
ス

を
大
量
に
処
理
す
る
特
定
事
業
所
に
対
し
、

自
衛
防
災
組
織
や
特
定
防
災
施
設
等
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　特
定
防
災
施
設
等
の
う
ち
、消
火
用
屋
外
給

水
施
設
に
つ
い
て
、そ
の
配
管
は
鋼
製
、か
つ
、原

則
地
上
に
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。一
方
、

消
火
用
屋
外
給
水
施
設
は
、こ
の
法
案
の
施
行

前
か
ら
存
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
、中
に
は
鋼

管
が
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
等
、設
置
か
ら
40

年
以
上
が
経
過
し
、腐
食
に
よ
る
漏
水
や
管
摩
擦

損
失
の
増
大
に
よ
る
給
水
能
力
の
低
下
等
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、特
定

防
災
施
設
等
に
対
す
る
定
期
点
検
の
実
施
方
法

（
昭
和
51
年
消
防
庁
告
示
第
8
号
）の
一
部
を
改

正
す
る
件（
平
成
26
年
3
月
31
日
付
け
消
防
庁

告
示
第
8
号
）が
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
、設
置
か
ら
40
年
を
経
過
し
た
同
施
設
に

資料１ 石油コンビナート等の消火用屋外給水施設における合成樹脂配管の使用に関する検討会報告書（抜粋）

資料2 石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令の一部を改正する省令について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成27年10月1日公布・同日施行）

１ 検討の目的等
　石油コンビナート等における消火用屋外給水施設等の点検基準を強化もあ
り、古くなった施設の改修、更新の需要が高まる可能性がある。すでに、消防法
第17条に基づく、消防用設備等については、一定の基準に適合する合成樹脂

配管の使用を認めてられており、消火用屋外給水施設における合成樹脂配管
の使用についても、そのニーズが存在する。このため、合成樹脂配管を使用す
る場合の課題と対策について検討する。

5 合成樹脂配管の定期点検について
合成樹脂配管における埋設部分の定期点検は、放水試験のみで外観点検等は必要なし。

１ 改正理由
平成26年度に「石油コンビナート等の消火用屋外給水施設における合成樹脂
配管の使用に関する検討会」（ 座長： 亀井浅道 元横浜国立大学特任教授）を開
催し、消火用屋外給水施設に合成樹脂製の管を使用する場合の課題と対策に
ついて検討を行い、その検討結果を踏まえて改正された。

2 特定防災施設等（消火用屋外給水施設）の現状等について
①消火用屋外給水施設の配管の基準

消火用屋外給水施設の構造基準は、「石油コンビナート等における特定防災
施設等及び防災組織等に関する省令」第10条に規定され、その配管は、鋼
製のものを原則地上に設置することとなっている。

②消防用設備の配管の基準（消防法施行規則第12条）
消火用屋外給水施設と類似の設備である屋外消火栓設備の配管について

は、消防法施行規則第12条第１項第６号を準用し、金属製の管及び消防
庁長官が定める基準に適合する合成樹脂製の管とされている。

　基準となる試験：漏れ試験・耐圧試験・破壊試験・水撃圧試験・曲げ
試験・引張強度試験・押しつぶし試験・衝撃試験・長期静水圧試験・
繰り返し温度試験

３ 消火用屋外給水施設に合成樹脂配管を使用する場合の課題等について
①合成樹脂配管の特徴

鋼管と比べて合成樹脂配管は、軽量で柔軟性があるため施工性に優れる。
その他、耐震性、 耐薬品性に優れており工事コストも安価である。ただし、熱
や紫外線に弱い。

②合成樹脂配管の課題と対応方法
•熱影響等：地下に埋設するなど地表からの距離を確保することで、火災に

よる熱、熱伝導、紫外線などの影響が十分低減できると考えられる。
•大口径配管の対応：消防庁告示に定める試験基準の試験により必要な性

能を確認することとする。
•埋設配管への様々な荷重（地震動、活荷重及び土圧）の影響：地表から一

定の距離で埋設することにより、地震動の影響，土圧等の影響を避けるこ
とができる。

•周囲で油漏れが発生した場合の影響：化学物質に対し比較的に強い耐薬
品性を有しているため、常温では急速な強度の低下等の可能性は低く、機
能維持には支障ないと考えられる。

①埋設時等の留意点
使用する管が埋戻し土圧、車輪荷重、水及び管自重の外力や地震動に対す
る安全の確認を行う。（参考：（社）日本水道協会の水道施設設計指針や水
道施設耐震工法指針・解説等）

②埋設位置標識
埋設する場合は、維持管理や工事等が行われることを考慮し、地上または地
中の配管経路に配管の埋設位置及び軸方向を示した表示、また仕切弁の設
置箇所には、位置標識を設けることが必要である。

③摩擦損失
管路設計において、配管の摩擦損失水頭の評価が必要である。合成樹脂配

管の内面は、一般に鋼管よりも平滑なため、実態に則した摩擦損失について
検討する。

④鋼管との接続
地上部分の消火栓やバルブと接続する場合、埋設の合成樹脂配管と地上の
鋼管を接続する必要が生じる。この場合、次のような配慮が必要である。
•ピット内接続を行う場合は、地上から60cm以上の根入れの確保、ピット内に

は雨水等の進入を防止できる不燃材料製の蓋を設けることが必要である。
•寒冷地など地中接続を行う場合は、その範囲を必要最小限に限定すると

ともに腐食防止措置を講ずることが必要である。

2 改正内容
第10第１項第２号イ中「鋼製」の下に「又は合成樹脂製」を加え、同号イに次の
ただし書を加える。

ただし、合成樹脂製の管にあつては、消防法施行規則（昭和36年自治省令
第６号）第12条第１項第６号ニ(ロ)に定める基準に適合するものに限ること
とし、合成樹脂製の管を接続するものの管継手にあつては、同号ホ(ロ)に規
定する消防庁長官が定める基準に適合するものに限ることとする。

第10条第１項第２号ロを次のように改める。
ロ　鋼製の管、管継手及びバルブ類等は、地上に設置されていること。ただし、

次のいずれかに該当する場合は、この限りでない。

（1）防護構造物内に設けられるとき。
（2）寒冷の度の著しい地域にあつて、外面の腐食を防止するための措置

及び漏水を点検することができる措置を講ずる場合であつて、市町村
長等が適当と認めたとき。

（3）合成樹脂製の管と接続する場合において、外面の腐食を防止するた
めの措置を講じたときであつて、市町村長等が適当と認めたとき。

第10条第１項第２号中ハをニとし、ロの次に次のように加える。
ハ　合成樹脂製の管及び管継手は、火災の熱等の影響を受けないように設置

されていること。

4 合成樹脂配管の施工上の留意点について

•使用できる樹脂管および継手は、平成13年消防庁告示第19号「第三　管等
の性能」に規定する屋内消火栓設備及び屋外消火栓設備の配管に適用され
る各試験に合格したものでなければならない。

•火災の熱、紫外線及び荷重の影響を受けないように、地表面から合成樹脂

の管等の外面までの距離を0.6m以上離した地下に埋設することが「合成
樹脂製の管等を使用する場合の消火用屋外給水施設の設置基準（平成27
年10月1日　消防特第161号　消防庁特殊災害室長通知　別紙）」に明記
された。

3 改正のポイント

　現在、石油コンビナート地区における消火用屋外給水施設の配管は鋼製の
ものに限定されているが、合成樹脂製の管は、耐腐食性や耐震性等が鋼製の
管に比べて優れており、また、一般の消防用設備（屋外消火栓設備等）としても
広く利用されていることから、石油コンビナート等の消火用屋外給水施設の
配管においても合成樹脂製の管を使用できるようにするものである。

資料3 特定防災施設等に対する定期点検の実施方法（昭和51年消防庁公示第８号）の一部改正について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成27年10月1日公布・同日施行）

１ 改正内容
続する場合を除く。）を地下に設置するものにあっては、漏水を検知
できる計器等により、漏水がないかどうかを確認すること。

３  総合点検の実施方法
（２）消火用屋外給水施設

カ　寒冷の度の著しい地域にあって、鋼製の配管（合成樹脂製の管と接

2 改正のポイント
合成樹脂製管の埋設配管は、漏水の心配がなく漏水確認を必要としない。

消火用屋外給水施設の例（○の部分が消火栓・配管）

石油コンビナートの消火用屋外給水施設に使用可能になった消火用ポリエチレン管

出展：「資料３　防災施設の概要」（消防庁）
（http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h25/sekiyu_bousaishisetu/01/shiryo3.pdf）
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対
し
て
、こ
れ

ま
で
水
道
配
水
用
と
し
て
高
い
耐
震
性
能
を
証
明

し
て
き
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
活
用
は
、消
火
用

屋
外
給
水
施
設
の
災
害
対
策
と
し
て
も
貢
献
が
期

待
で
き
、ひ
い
て
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
区
域
等
の

防
災
対
策
強
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
の
配
管
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で

鋼
製
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、合
成
樹
脂
管
を
使
用
で
き
る
こ
と
と
し
、こ
れ
に
関

す
る
基
準
を
追
加
す
る
と
と
も
に
配
管
に
関
す
る
定
期
点
検
の
実
施
方
法
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
が
出
さ
れ
た
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
、合
成
樹
脂
の
管
等
を
使
用
す
る
場
合
の

運
用
上
の
技
術
的
助
言
に
関
す
る
運
用
通
知
が
発
出
さ
れ
た
。こ
こ
で
は
、省
令
改
正
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
に

使
用
可
能
に
な
っ
た
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
に

使
用
可
能
に
な
っ
た
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

対
す
る
点
検
基
準
も
強
化
さ
れ
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
、近
年
、優
れ
た
性
能
を
有
す

る
合
成
樹
脂
配
管
が
様
々
な
分
野
で
用
い
ら
れ
、

一
般
の
消
防
用
設
備
の
配
管
に
つ
い
て
は
、平
成

13
年
の
消
防
法
施
行
規
則
の
改
正
及
び
消
防
庁

告
示
制
定
に
よ
り
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　そ
こ
で
、消
防
庁
で
は
、今
後
増
加
が
見
込
ま

れ
る
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
の
配
管
の
更
新
や

改
修
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
26
年

度
に「
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
消
火
用
屋
外
給

水
施
設
に
お
け
る
合
成
樹
脂
配
管
の
使
用
に
関

す
る
検
討
会
」を
開
催
し
、合
成
樹
脂
製
の
管
等

の
使
用
に
対
す
る
種
々
の
課
題
を
検
討
し
た
。こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お

け
る
特
定
防
災

施
設
等
及
び
防

災
組
織
等
に
関

す
る
省
令
の
一
部

及
び
特
定
防
災

施
設
等
に
対
す

る
定
期
点
検
の

実
施
方
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
。

報
告
書
の
内
容

は
資
料
１
の
通
り

で
あ
る
。ま
た
、

改
正
省
令
及
び

改
正
告
示
の
概

要
に
つ
い
て
は
、

資
料
2
、資
料
3

の
通
り
で
あ
る
。

改
正
の
背
景
と
目
的

　昭
和
40
年
代
に
相
次
い
だ
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

災
害
を
契
機
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止

法
が
昭
和
50
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律

で
は
、石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
の

防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、石
油

を
大
量
に
貯
蔵
・
取
り
扱
う
ま
た
は
高
圧
ガ
ス

を
大
量
に
処
理
す
る
特
定
事
業
所
に
対
し
、

自
衛
防
災
組
織
や
特
定
防
災
施
設
等
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　特
定
防
災
施
設
等
の
う
ち
、消
火
用
屋
外
給

水
施
設
に
つ
い
て
、そ
の
配
管
は
鋼
製
、か
つ
、原

則
地
上
に
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。一
方
、

消
火
用
屋
外
給
水
施
設
は
、こ
の
法
案
の
施
行

前
か
ら
存
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
、中
に
は
鋼

管
が
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
等
、設
置
か
ら
40

年
以
上
が
経
過
し
、腐
食
に
よ
る
漏
水
や
管
摩
擦

損
失
の
増
大
に
よ
る
給
水
能
力
の
低
下
等
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、特
定

防
災
施
設
等
に
対
す
る
定
期
点
検
の
実
施
方
法

（
昭
和
51
年
消
防
庁
告
示
第
8
号
）の
一
部
を
改

正
す
る
件（
平
成
26
年
3
月
31
日
付
け
消
防
庁

告
示
第
8
号
）が
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
、設
置
か
ら
40
年
を
経
過
し
た
同
施
設
に

資料１ 石油コンビナート等の消火用屋外給水施設における合成樹脂配管の使用に関する検討会報告書（抜粋）

資料2 石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令の一部を改正する省令について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成27年10月1日公布・同日施行）

１ 検討の目的等
　石油コンビナート等における消火用屋外給水施設等の点検基準を強化もあ
り、古くなった施設の改修、更新の需要が高まる可能性がある。すでに、消防法
第17条に基づく、消防用設備等については、一定の基準に適合する合成樹脂

配管の使用を認めてられており、消火用屋外給水施設における合成樹脂配管
の使用についても、そのニーズが存在する。このため、合成樹脂配管を使用す
る場合の課題と対策について検討する。

5 合成樹脂配管の定期点検について
合成樹脂配管における埋設部分の定期点検は、放水試験のみで外観点検等は必要なし。

１ 改正理由
平成26年度に「石油コンビナート等の消火用屋外給水施設における合成樹脂
配管の使用に関する検討会」（ 座長： 亀井浅道 元横浜国立大学特任教授）を開
催し、消火用屋外給水施設に合成樹脂製の管を使用する場合の課題と対策に
ついて検討を行い、その検討結果を踏まえて改正された。

2 特定防災施設等（消火用屋外給水施設）の現状等について
①消火用屋外給水施設の配管の基準

消火用屋外給水施設の構造基準は、「石油コンビナート等における特定防災
施設等及び防災組織等に関する省令」第10条に規定され、その配管は、鋼
製のものを原則地上に設置することとなっている。

②消防用設備の配管の基準（消防法施行規則第12条）
消火用屋外給水施設と類似の設備である屋外消火栓設備の配管について

は、消防法施行規則第12条第１項第６号を準用し、金属製の管及び消防
庁長官が定める基準に適合する合成樹脂製の管とされている。

　基準となる試験：漏れ試験・耐圧試験・破壊試験・水撃圧試験・曲げ
試験・引張強度試験・押しつぶし試験・衝撃試験・長期静水圧試験・
繰り返し温度試験

３ 消火用屋外給水施設に合成樹脂配管を使用する場合の課題等について
①合成樹脂配管の特徴

鋼管と比べて合成樹脂配管は、軽量で柔軟性があるため施工性に優れる。
その他、耐震性、 耐薬品性に優れており工事コストも安価である。ただし、熱
や紫外線に弱い。

②合成樹脂配管の課題と対応方法
•熱影響等：地下に埋設するなど地表からの距離を確保することで、火災に

よる熱、熱伝導、紫外線などの影響が十分低減できると考えられる。
•大口径配管の対応：消防庁告示に定める試験基準の試験により必要な性

能を確認することとする。
•埋設配管への様々な荷重（地震動、活荷重及び土圧）の影響：地表から一

定の距離で埋設することにより、地震動の影響，土圧等の影響を避けるこ
とができる。

•周囲で油漏れが発生した場合の影響：化学物質に対し比較的に強い耐薬
品性を有しているため、常温では急速な強度の低下等の可能性は低く、機
能維持には支障ないと考えられる。

①埋設時等の留意点
使用する管が埋戻し土圧、車輪荷重、水及び管自重の外力や地震動に対す
る安全の確認を行う。（参考：（社）日本水道協会の水道施設設計指針や水
道施設耐震工法指針・解説等）

②埋設位置標識
埋設する場合は、維持管理や工事等が行われることを考慮し、地上または地
中の配管経路に配管の埋設位置及び軸方向を示した表示、また仕切弁の設
置箇所には、位置標識を設けることが必要である。

③摩擦損失
管路設計において、配管の摩擦損失水頭の評価が必要である。合成樹脂配

管の内面は、一般に鋼管よりも平滑なため、実態に則した摩擦損失について
検討する。

④鋼管との接続
地上部分の消火栓やバルブと接続する場合、埋設の合成樹脂配管と地上の
鋼管を接続する必要が生じる。この場合、次のような配慮が必要である。
•ピット内接続を行う場合は、地上から60cm以上の根入れの確保、ピット内に

は雨水等の進入を防止できる不燃材料製の蓋を設けることが必要である。
•寒冷地など地中接続を行う場合は、その範囲を必要最小限に限定すると

ともに腐食防止措置を講ずることが必要である。

2 改正内容
第10第１項第２号イ中「鋼製」の下に「又は合成樹脂製」を加え、同号イに次の
ただし書を加える。

ただし、合成樹脂製の管にあつては、消防法施行規則（昭和36年自治省令
第６号）第12条第１項第６号ニ(ロ)に定める基準に適合するものに限ること
とし、合成樹脂製の管を接続するものの管継手にあつては、同号ホ(ロ)に規
定する消防庁長官が定める基準に適合するものに限ることとする。

第10条第１項第２号ロを次のように改める。
ロ　鋼製の管、管継手及びバルブ類等は、地上に設置されていること。ただし、

次のいずれかに該当する場合は、この限りでない。

（1）防護構造物内に設けられるとき。
（2）寒冷の度の著しい地域にあつて、外面の腐食を防止するための措置

及び漏水を点検することができる措置を講ずる場合であつて、市町村
長等が適当と認めたとき。

（3）合成樹脂製の管と接続する場合において、外面の腐食を防止するた
めの措置を講じたときであつて、市町村長等が適当と認めたとき。

第10条第１項第２号中ハをニとし、ロの次に次のように加える。
ハ　合成樹脂製の管及び管継手は、火災の熱等の影響を受けないように設置

されていること。

4 合成樹脂配管の施工上の留意点について

•使用できる樹脂管および継手は、平成13年消防庁告示第19号「第三　管等
の性能」に規定する屋内消火栓設備及び屋外消火栓設備の配管に適用され
る各試験に合格したものでなければならない。

•火災の熱、紫外線及び荷重の影響を受けないように、地表面から合成樹脂

の管等の外面までの距離を0.6m以上離した地下に埋設することが「合成
樹脂製の管等を使用する場合の消火用屋外給水施設の設置基準（平成27
年10月1日　消防特第161号　消防庁特殊災害室長通知　別紙）」に明記
された。

3 改正のポイント

　現在、石油コンビナート地区における消火用屋外給水施設の配管は鋼製の
ものに限定されているが、合成樹脂製の管は、耐腐食性や耐震性等が鋼製の
管に比べて優れており、また、一般の消防用設備（屋外消火栓設備等）としても
広く利用されていることから、石油コンビナート等の消火用屋外給水施設の
配管においても合成樹脂製の管を使用できるようにするものである。

資料3 特定防災施設等に対する定期点検の実施方法（昭和51年消防庁公示第８号）の一部改正について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成27年10月1日公布・同日施行）

１ 改正内容
続する場合を除く。）を地下に設置するものにあっては、漏水を検知
できる計器等により、漏水がないかどうかを確認すること。

３  総合点検の実施方法
（２）消火用屋外給水施設

カ　寒冷の度の著しい地域にあって、鋼製の配管（合成樹脂製の管と接

2 改正のポイント
合成樹脂製管の埋設配管は、漏水の心配がなく漏水確認を必要としない。

消火用屋外給水施設の例（○の部分が消火栓・配管）

石油コンビナートの消火用屋外給水施設に使用可能になった消火用ポリエチレン管

出展：「資料３　防災施設の概要」（消防庁）
（http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h25/sekiyu_bousaishisetu/01/shiryo3.pdf）

2
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※「石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令の一部を改正する省令」

消火用　　　　　　　　 ・継手

新 製 品 紹 介新 製 品 紹 介 製 品 案 内製 品 案 内

平成２７年１０月１日の省令（※）改正により石油コンビナート地区等における消火用屋外給水設備（埋設）に
消火用ポリエチレンパイプが使用できるようになりました。

登 録 認 定 の 内 容

特 　 長

適 用 消 火 設 備

コ スト比 較 採  用  事  例

消防庁告示第19号に基づく
（一財）日本消防設備安全セ
ンターによる登録認定取得
で、煩わしい個別物件ごとの
申請手続きが不要です。

認定証

消火用ポリエチレンパイプの使用条件
最高使用圧力：1.25MPa（呼び径50～150）
　　　　　　　1.20MPa（呼び径200）

●屋外消火栓設備
●屋内消火栓設備

●消火用屋外給水設備（埋設）

●湿式スプリンクラー設備埋設用途
   ・湿式水噴霧消火設備埋設用途
●湿式泡消火設備埋設用途
（但し、消火剤混合装置の一次側で水配管に限る）

屋外消火栓設備配管例

消火用PE管と外面被覆鋼管の比較
呼び径100 SGP-VSを 100とした場合の比率

※工事費は、SGP-VS は公共建築工事標準単価積算基準を参照。
　消火用 PE 管はメーカー歩掛（平成 27 年度版）で算出しています。
※材料費は建設物価平成 27 年 10 月号の単価相当（関東）で算出しています。

64

消火用PE管

38

120
100

工事費
材料費

80
60
40
20
0 SGP-VS

56

26
64 44

100 ※100m敷設した
　場合の試算

物流施設 重要文化財

※日本水道協会規格JWWA K144、145規格寸法準拠品
※認定品以外の品種を使用する場合は、消防法施行令第32条による申請が必要です。

消火用PE管（5ｍ）

消火用レデューサ

消火用EF90°ベンド

消火用SUSフランジ付きEFチーズ
（JIS10K, GF形）

消火用EFチーズ

消火用SUSフランジ（JIS10K, GF形）

消火用チーズ

消火用キャップ
消火用EFソケット

消火用EF45°エルボ

50、75、100、150、200

50、75、100、150、200

50、75、100、150
消火用EF45°ベンド 50、150

75、100
消火用EF90°エルボ 50、75、100

75×50、75×75、100×75、
100×100、150×75、150×150
75×75、100×75、
150×75

消火用PE挿し口付異種管継手 100

50、75、100、150、200
50、75、100、150、200

75×50、100×75、
150×100

50

種　類 呼び径

（一財）日本消防設備安全センターの登録認定品
呼び径50、７５、１００、１５０、２００を認定取得

認
定
品
一
覧

呼び径50～200同様にISO寸法に基づいた管寸法の製品です。
公益社団法人 日本水道協会検査品です。

接合は信頼性の高いEF接合　 耐震性に優れた管路を形成 生曲げで小角ベンドを省略

海岸近傍【塩害対策】 軌道付近【電食対策】 酸性土壌【腐食対策】

スピゴット継手：差口継手のため接合にはEFソケットが必要です。

■品揃え（全て受注生産品）

品　種

直　管 EFソケット

呼び径
300

呼び径
250

ベンド チーズ (            )
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GF形
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スピゴット継手
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呼び径250・300シリーズ

配 管 例

pH

信頼性の高い水道配水用ポリエチレンパイプに
φ250に続きφ300をラインナップ

※配水用ポリエチレンパイプシステム協会（Politec）規格品
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38

120
100

工事費
材料費

80
60
40
20
0 SGP-VS

56

26
64 44

100 ※100m敷設した
　場合の試算
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展示会出展のお知らせホームページの全面リニューアル

K C  N E W S

夏から秋にかけてのクボタケミックスが出展する展示会のお知らせです。
是非、ご来場いただきますようお願いいたします。

無電柱化推進に向けた電気設備、共同溝設備、掘削機器、省コスト技術などが
出展されます。

●第２回無電柱化推進展

①開 催 期 間
②会　　  場
　　　　　
③弊社ブース
④出展予定製品

平成28年 7月20日（水）～22日（金）　10:00～17:00
東京ビッグサイト 東ホール
東京都江東区有明3-11-1
東1ホール（1J-09）
簡単スライド管、共用FA100工法ほか 

工場・プラントの環境対策、省エネ化、省人化、高効率化技術に焦点を当てる
専門の展示会です。　

●第１回省エネ・プラントショー

①開 催 期 間
②会　　  場
　　　　　
③弊社ブース
④出展予定製品

平成28年 10月26日（水）～28日（金）10:00～17:00
東京ビッグサイト 西3・4ホール
東京都江東区有明3-11-1
未定
圧力用ポリエチレンパイプ、 消火用ポリエチレンパイプ、
高温排水用管材ほか

下水道に関する設計・測量、建設、管路資器材、下水処理、維持管理および
測定機器等の最新の技術・機器等を紹介する国内最大の展示会です。

●下水道展’16名古屋

①開 催 期 間

②会　　  場
　　　　　
③弊社ブース
④出展予定製品

平成28年 7月26日（火）～29日（金） 
10:00～17:00（初日10:30～17:00、最終日10:00～16:00）
ポートメッセ名古屋
名古屋市港区金城ふ頭2-2
第3展示館　クボタグループブース（3-602）
災害用トイレ配管システム、合流式下水道用内副管継手＜スマートキャッチ＞、
管路更生工法、下水道用ポリエチレン管

社会基盤を支える管工機材・設備機器の最新の製品・技術が展示されます。

●第31回管工機材・設備総合展　名古屋 ●第48回管工機材・設備総合展　東　京

①開 催 期 間

②会　　  場
　　　　　
③弊社ブース

平成28年 10月6日（木）～8日（土）
6日 10:00～17:00、
7日 10:00～18:00、
8日   9:00～16:00　
名古屋吹上ホール
名古屋市千種区吹上2-6-3
未定

①開 催 期 間

②会　　  場
　　　　　
③弊社ブース

平成28年 10月19日（水）～21日（金）
　　19日 10:00～17:00、
20、21日   9:30～17:00
東京都立産業貿易センター台東館
東京都台東区花川戸2-6-5
未定

④出展予定製品 建築設備用ポリエチレンパイプ、
延焼防止機能付受け口付直管＜カンペイ立て管＞、
最下層専用排水集合管、タフカラーHTパイプ、
貯水機能付き防災ヘッダー「貯めてるゾー」ほか

７月にクボタケミックスのホームページを全面リニューアルいたします。
お客さまの課題を解決する各種製品にすばやく到達できるようユーザビリティを
向上させました。
スマートフォン、タブレット等、お客さまの環境にあわせたコンテンツをご提供します。
新しくなったホームページを是非ご活用ください。

昨年の第1回無電柱化推進展のようす

昨年の下水道展’15（東京）のようす

昨年の第47回管工機材・設備総合展東京のようす

昨年の第30回プラントショーのようす

KCニュースKCニュース

従来の市場別検索に加え、使用場所・
用途からもお望みの製品を素早く
検索できます。資料別検索、製品別
検索もご用意しました。　

従来の市場別検索に加え、使用場所・
用途からもお望みの製品を素早く
検索できます。資料別検索、製品別
検索もご用意しました。　

モバイルにも対応。外出
先での資料確認、現場作
業の手順確認も可能です。

モバイルにも対応。外出
先での資料確認、現場作
業の手順確認も可能です。

（ご注意）実際の画面は、操作性向上のため変更する場合があります。

NEW

ＫＣコミュニティーコーナーを新設し
ました。お客さまとクボタケミックスと
の距離が縮まります。

ＫＣコミュニティーコーナーを新設し
ました。お客さまとクボタケミックスと
の距離が縮まります。

NEW

NEW
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第１展示室
糸魚川の川や
海で発見され
たヒスイ。

フォッサマグナミュージアム
糸魚川市大字一ノ宮1313番地 TEL:025-553-1880

「わさび屋」の商品
生わさびの他、わさび
漬け、わさび味噌など
手頃な価格で販売され
ている。

「糸魚川わさび園」のビニールハウス
同園内にもショップあり。
糸魚川市梶屋敷向川原1055TEL:025-555-7677

ヒスイの装飾品
同社の製品は物産展などで購入できる。
また、直接同社でも購入可能（詳しくは
同社ホームページ）。

日本ヒスイ鉱業
武藤富美さんと武藤宗大さん
糸魚川市上刈5-1-36
TEL:025-552-1303
http://japanjade.net/

糸
魚
川
で
は
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
、ヒ
ス
イ
と
い
う
硬
い
鉱
石
が
加
工
さ
れ
、様
々

な
形
の
玉
が
作
ら
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
６
世
紀
ご
ろ
に
は
ヒ
ス
イ
は
歴
史
の
舞
台
か
ら
姿

を
消
し
た
。糸
魚
川
市
内
を
流
れ
る
小
滝
川
で
再
び
発
見
さ
れ
た
の
が
昭
和
13
年
。以
降
、

採
掘
権
を
得
た
人
々
が
ヒ
ス
イ
を
採
掘
し
、現
在
も
様
々
な
装
飾
品
の
加
工
を
行
っ
て
い
る
。

モ
ン
ド
ビ
ッ
ト
で
何
段
階
か
に
分
け
た
削
り
出
し

が
行
わ
れ
て
い
た
。最
後
に
表
面
を
磨
き
、よ
う

や
く
商
品
に
な
る
と
の
こ
と
。ヒ
ス
イ
の
加
工
に

は
、材
料
選
び
か
ら
加
工
ま
で
非
常
に
労
力
の
い

る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、ヒ
ス
イ
の
魅
力
が
さ

ら
に
大
き
く
な
っ
た
。

わ
さ
び
が
糸
魚
川
の
新
た
な
名
物
に

　
旅
の
最
後
に
、生
わ
さ
び
と
加
工

食
品
の
お
店「
わ
さ
び
屋
」に
立
ち
寄

っ
た
。元
々
、建
設
会
社
が
業
務
拡
充

の
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
わ
さ

び
栽
培
を
始
め
た
。そ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、地
域
の
豊
富
な
地
下

水
。「
わ
さ
び
は
常
に
き
れ
い
な
水
を

必
要
と
す
る
た
め
、地
下
水
を
く
み

上
げ
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
育
て
れ
ば

雪
が
降
る
時
期
で
も
収
穫
で
き
る
と

思
っ
た
」と
語
る
の
は
S
K
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア「
翠
工
房
」社
長
の
渋
谷
正
一
さ
ん
。

　
渋
谷
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、特
別
に

わ
さ
び
栽
培
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。「
わ
さ
び
屋
」か
ら
車
で
10
分

ほ
ど
の
場
所
あ
る「
糸
魚
川
わ
さ
び

園
」に
は
、18
棟
も
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

が
建
っ
て
い
た
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に

は
、ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
た
水
を
わ
さ

び
の
株
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
、塩
ビ
パ
イ
プ
が
は

り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。各
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
段
差
を

つ
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、水
は
高
位
の
ハ
ウ
ス

か
ら
下
位
の
ハ
ウ
ス
へ
と
順
に
潤
し
て
い
く
。エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
は
、地
下
水
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
だ
け
と
い

う
か
ら
エ
コ
で
経
済
的
だ
。

　
夏
場
に
な
る
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
は
温
度
は
相

当
高
く
な
る
が
、扇
風
機
等
の
空
調
設
備
は
な

い
。そ
ん
な
温
度
の
た
め
か
、こ
こ
の
わ
さ
び
は
生

育
の
活
性
が
高
く
、通
常
の
わ
さ
び
よ
り
大
き
く

生
育
す
る
と
渋
谷
さ
ん
は
語
る
。

　
わ
さ
び
関
係
の
商
品
は
、「
わ
さ
び
屋
」で
も

「
糸
魚
川
わ
さ
び
園
」で
も
買
い
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。生
わ
さ
び
は
も
ち
ろ
ん
、定
番
の
わ
さ
び
漬

け
か
ら
チ
ー
ズ
に
わ
さ
び
を
加
え
た
新
商
品
の
他
、

地
元
の
海
産
物
の
加
工
食
品
も
多
数
販
売
さ
れ

て
い
た
。

見
え
る
明
星
山
を
バ
ッ
ク
に
し
た

高
浪
の
池
は
、ア
ル
プ
ス
の一
風
景
か

と
錯
覚
さ
せ
る
美
し
さ
で
あ
る
。

　
小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
や
そ
の
周
辺

か
ら
ヒ
ス
イ
は
も
ち
ろ
ん
全
て
の

石
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。ど
う
し
て
も
ヒ
ス
イ
を
手
に

入
れ
た
い
と
い
う
人
に
は
、「
糸
魚

川（
ヒ
ス
イ
）海
岸
」が
お
勧
め
で

あ
る
。ヒ
ス
イ
の
発
見
は
難
し
い

が
、め
ず
ら
し
い
堆
積
岩
や
変
成

岩
な
ど
を
拾
い
、持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
る
。

ヒ
ス
イ
に
人
生
を
か
け
た
男
の
ヒ
ス
イ
専
門
店

　
昭
和
13
年
に
糸
魚
川
で
ヒ
ス
イ
が
発
見
さ
れ
、

千
年
以
上
の
時
を
越
え
て
ヒ
ス
イ
の
加
工
が
再
開

さ
れ
た
。そ
ん
な
糸
魚
川
ヒ
ス
イ
の
復
活
に
尽
力

し
た
一
人
が
、武
藤
惺さ
と
る

氏
で
あ
る
。昭
和
29
年
か
ら

足
掛
け
９
年
の
歳
月
を
か
け
青
梅
川
上
流
を
歩

き
、昭
和
37
年
に
執
念
で
原
石
を
発
見
。採
掘
権

を
取
得
し
て
翌
38
年
に「
日
本
ヒ
ス
イ
鉱
業
」を

興
し
、装
飾
品
等
の
製
造
を
開
始
し
た
。現
在
、

惺
氏
の
意
思
を
引
き
継
い
だ
夫
人
と
そ
の
息
子

さ
ん
た
ち
が
ヒ
ス
イ
の
加
工
業
を
営
ん
で
い
る
。

　
原
石
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
美
し
い
装
飾
品
に

な
る
の
か
、同
社
の
作
業
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。ま
ず
、見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、ヒ
ス
イ

の
原
石
。い
く
ら
大
き
な
原
石
で
も
色
目
や
ヒ
ビ

な
ど
を
考
慮
し
て
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
使
え
る
部
分
は
限
ら
れ
、と
く
に
重
宝
さ
れ
る

色
鮮
や
か
な
部
分
は
わ
ず
か
だ
そ
う
だ
。

　
大
き
な
原
石
を
大
型
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
タ

ー
で
切
り
分
け
て
い
く
の
が
最
初
の
作
業
。さ
ら

に
小
型
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
タ
ー
で
細
か
く
分
割

し
、そ
こ
か
ら
本
格
的
な
彫
刻
が
始
ま
る
。１
cm

角
ほ
ど
の
小
さ
な
根
付
け
の
製
作
で
は
、ダ
イ
ヤ

SKフロンティア「翠工房」
渋谷一正さん

「わさび屋」の店舗
糸魚川市大字日光寺228
TEL:025-555-3940
http://www.midorikoubou.
net/

わさびに水をやる塩ビ管
パイプは、なんとクボタ
ケミックス製

根付けの切削ダイヤモンドカッターによる切断

会津若松城（鶴ヶ城）
1590年蒲生氏郷が入城し近世城郭に改造。
蒲生家の舞鶴の家紋にちなんで鶴ヶ城と呼ば
れた。昭和40年に復元され平成27年に復元
50周年の記念行事が行われた。

自
然
の
ヒ
ス
イ
を
求
め
て
山
へ
、海
へ

　
ヒ
ス
イ
が
発
見
さ
れ
た
小
滝
川
は
日
本
海
へ
と

流
れ
る
姫
川
の
支
流
で
あ
り
、明み
ょ
う

星じ
ょ
う

山さ
ん

か
ら
の
岩

石
が
落
ち
込
ん
だ
渓
谷
が「
小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
」

と
呼
ば
れ
、天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
へ
は
、J
R
糸
魚
川
駅
か
ら
車

で
国
道
１
４
８
号
線
を
南
下
す
る
と
40
分
程
度

で
到
着
す
る
。駐
車
場
と
足
場
の
良
い
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、遊
歩
道
に
沿
っ
て
景
観
を
楽

し
め
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
の

魅
力
は
、標
高
１
１
８
５
m
の
明
星
山
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
と
渓
谷
の
美
し
さ
。切
り
立
っ
た
絶
壁

は
、写
真
や
映
像
で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で

き
な
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。ま
た
、渓
谷
に

は
巨
大
な
岩
石
が
数
多
く
横
た
わ
り
、ど
の
岩
石

が
ヒ
ス
イ
な
の
か
パ
ネ
ル
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、

素
人
で
も
分
か
り
や
す
い
。

　
小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
か
ら
車
で
さ
ら
に
南
へ
約
20

分
走
る
と「
高
浪
の
池
」が
あ
る
。赤
禿
山
の
地
す

べ
り
に
よ
っ
て
で
き
た
、す
り
鉢
状
の
せ
き
止
め
湖

で
、一
年
中
満
々
と
水
を
た
た
え
て
い
る
。池
の
周

囲
は
約
８
０
０
m
で
あ
り
、15
分
程
度
で一
週
で
き

る
遊
歩
道
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
遊
歩
道

に
は
展
望
台

へ
と
通
じ
る

入
口
の
目
印

が
あ
り
、そ
れ

を
登
っ
て
行

く
と
ト
リ
ム

展
望
台
に
到

着
す
る
。こ
の

展
望
台
か
ら

ハウス内のわさび
一株あたり４～６本のわさびが育っている。

本
物
の
ヒ
ス
イ
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

　
ヒ
ス
イ
は
、鉱
物
学
的
に「
ヒ
ス
イ
輝
石
岩
」と

呼
ば
れ
、世
界
的
に
も
希
少
な
鉱
物
で
あ
る
。ヒ

ス
イ
の
特
徴
で
あ
る
硬
度
は
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
10

に
対
し
て
6
・
5
〜
７
で
あ
り
、硬
玉
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。色
も
一
般
に
知
ら
れ
た
緑
の
他
、白
、灰

色
、黒
、紫
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

　
本
物
の
ヒ
ス
イ
を
見
る
た
め
に
、ま
ず
美
山
公

園
内
に
あ
る「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」に

向
か
っ
た
。こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、昨
年
の
北
陸
新

幹
線
開
業
に
合
わ
せ
て
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ

れ
た
第
一
級
の
鉱
物
博
物
館
。ヒ
ス
イ
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ま
ざ
ま
な
鉱
石
が
陳
列
さ
れ
て
あ
り
、ま
ず
は

本
物
の
ヒ
ス
イ
が
ど
ん
な
色
、形
を
し
て
る
の
か
を

自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
う
っ
て
つ
け

の
場
所
で
あ
る
。

新
潟
県
・
糸
魚
川
市

小滝川ヒスイ峡
昭和31年に国の天然記念物に指定された小滝川硬玉産地

糸魚川ドライブマップ

糸魚川（ヒスイ）海岸
ヒスイや珍しい岩石を
目当てに収集家が集まる。

製造過程のカエルの根付け

ヒスイ

巨大なヒスイ原石  小滝川ヒスイ峡には83個のヒスイ原石がある。

加工前のヒスイ原石  白、緑、青、紫など種類が多い。

明星山と高浪の池（トリム展望台から）
４月下旬でも周囲の山には残雪が見られる。

高浪の池の浪太郎のオブジェ
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に
っ
ぽ
ん
探
訪 

翠
色
の
輝
き
に
ひ
か
れ
て
ヒ
ス
イ
の
故
郷
、糸
魚
川
へ

翠
色
の
輝
き
に
ひ
か
れ
て
ヒ
ス
イ
の
故
郷
、糸
魚
川
へ

第１展示室
糸魚川の川や
海で発見され
たヒスイ。

フォッサマグナミュージアム
糸魚川市大字一ノ宮1313番地 TEL:025-553-1880

「わさび屋」の商品
生わさびの他、わさび
漬け、わさび味噌など
手頃な価格で販売され
ている。

「糸魚川わさび園」のビニールハウス
同園内にもショップあり。
糸魚川市梶屋敷向川原1055TEL:025-555-7677

ヒスイの装飾品
同社の製品は物産展などで購入できる。
また、直接同社でも購入可能（詳しくは
同社ホームページ）。

日本ヒスイ鉱業
武藤富美さんと武藤宗大さん
糸魚川市上刈5-1-36
TEL:025-552-1303
http://japanjade.net/

糸
魚
川
で
は
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
、ヒ
ス
イ
と
い
う
硬
い
鉱
石
が
加
工
さ
れ
、様
々

な
形
の
玉
が
作
ら
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
６
世
紀
ご
ろ
に
は
ヒ
ス
イ
は
歴
史
の
舞
台
か
ら
姿

を
消
し
た
。糸
魚
川
市
内
を
流
れ
る
小
滝
川
で
再
び
発
見
さ
れ
た
の
が
昭
和
13
年
。以
降
、

採
掘
権
を
得
た
人
々
が
ヒ
ス
イ
を
採
掘
し
、現
在
も
様
々
な
装
飾
品
の
加
工
を
行
っ
て
い
る
。

モ
ン
ド
ビ
ッ
ト
で
何
段
階
か
に
分
け
た
削
り
出
し

が
行
わ
れ
て
い
た
。最
後
に
表
面
を
磨
き
、よ
う

や
く
商
品
に
な
る
と
の
こ
と
。ヒ
ス
イ
の
加
工
に

は
、材
料
選
び
か
ら
加
工
ま
で
非
常
に
労
力
の
い

る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、ヒ
ス
イ
の
魅
力
が
さ

ら
に
大
き
く
な
っ
た
。

わ
さ
び
が
糸
魚
川
の
新
た
な
名
物
に

　
旅
の
最
後
に
、生
わ
さ
び
と
加
工

食
品
の
お
店「
わ
さ
び
屋
」に
立
ち
寄

っ
た
。元
々
、建
設
会
社
が
業
務
拡
充

の
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
わ
さ

び
栽
培
を
始
め
た
。そ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、地
域
の
豊
富
な
地
下

水
。「
わ
さ
び
は
常
に
き
れ
い
な
水
を

必
要
と
す
る
た
め
、地
下
水
を
く
み

上
げ
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
育
て
れ
ば

雪
が
降
る
時
期
で
も
収
穫
で
き
る
と

思
っ
た
」と
語
る
の
は
S
K
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア「
翠
工
房
」社
長
の
渋
谷
正
一
さ
ん
。

　
渋
谷
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、特
別
に

わ
さ
び
栽
培
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。「
わ
さ
び
屋
」か
ら
車
で
10
分

ほ
ど
の
場
所
あ
る「
糸
魚
川
わ
さ
び

園
」に
は
、18
棟
も
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

が
建
っ
て
い
た
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に

は
、ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
た
水
を
わ
さ

び
の
株
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
、塩
ビ
パ
イ
プ
が
は

り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。各
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
段
差
を

つ
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、水
は
高
位
の
ハ
ウ
ス

か
ら
下
位
の
ハ
ウ
ス
へ
と
順
に
潤
し
て
い
く
。エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
は
、地
下
水
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
だ
け
と
い

う
か
ら
エ
コ
で
経
済
的
だ
。

　
夏
場
に
な
る
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
は
温
度
は
相

当
高
く
な
る
が
、扇
風
機
等
の
空
調
設
備
は
な

い
。そ
ん
な
温
度
の
た
め
か
、こ
こ
の
わ
さ
び
は
生

育
の
活
性
が
高
く
、通
常
の
わ
さ
び
よ
り
大
き
く

生
育
す
る
と
渋
谷
さ
ん
は
語
る
。

　
わ
さ
び
関
係
の
商
品
は
、「
わ
さ
び
屋
」で
も

「
糸
魚
川
わ
さ
び
園
」で
も
買
い
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。生
わ
さ
び
は
も
ち
ろ
ん
、定
番
の
わ
さ
び
漬

け
か
ら
チ
ー
ズ
に
わ
さ
び
を
加
え
た
新
商
品
の
他
、

地
元
の
海
産
物
の
加
工
食
品
も
多
数
販
売
さ
れ

て
い
た
。

見
え
る
明
星
山
を
バ
ッ
ク
に
し
た

高
浪
の
池
は
、ア
ル
プ
ス
の一
風
景
か

と
錯
覚
さ
せ
る
美
し
さ
で
あ
る
。

　
小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
や
そ
の
周
辺

か
ら
ヒ
ス
イ
は
も
ち
ろ
ん
全
て
の

石
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。ど
う
し
て
も
ヒ
ス
イ
を
手
に

入
れ
た
い
と
い
う
人
に
は
、「
糸
魚

川（
ヒ
ス
イ
）海
岸
」が
お
勧
め
で

あ
る
。ヒ
ス
イ
の
発
見
は
難
し
い

が
、め
ず
ら
し
い
堆
積
岩
や
変
成

岩
な
ど
を
拾
い
、持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
る
。

ヒ
ス
イ
に
人
生
を
か
け
た
男
の
ヒ
ス
イ
専
門
店

　
昭
和
13
年
に
糸
魚
川
で
ヒ
ス
イ
が
発
見
さ
れ
、

千
年
以
上
の
時
を
越
え
て
ヒ
ス
イ
の
加
工
が
再
開

さ
れ
た
。そ
ん
な
糸
魚
川
ヒ
ス
イ
の
復
活
に
尽
力

し
た
一
人
が
、武
藤
惺さ
と
る

氏
で
あ
る
。昭
和
29
年
か
ら

足
掛
け
９
年
の
歳
月
を
か
け
青
梅
川
上
流
を
歩

き
、昭
和
37
年
に
執
念
で
原
石
を
発
見
。採
掘
権

を
取
得
し
て
翌
38
年
に「
日
本
ヒ
ス
イ
鉱
業
」を

興
し
、装
飾
品
等
の
製
造
を
開
始
し
た
。現
在
、

惺
氏
の
意
思
を
引
き
継
い
だ
夫
人
と
そ
の
息
子

さ
ん
た
ち
が
ヒ
ス
イ
の
加
工
業
を
営
ん
で
い
る
。

　
原
石
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
美
し
い
装
飾
品
に

な
る
の
か
、同
社
の
作
業
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。ま
ず
、見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、ヒ
ス
イ

の
原
石
。い
く
ら
大
き
な
原
石
で
も
色
目
や
ヒ
ビ

な
ど
を
考
慮
し
て
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
使
え
る
部
分
は
限
ら
れ
、と
く
に
重
宝
さ
れ
る

色
鮮
や
か
な
部
分
は
わ
ず
か
だ
そ
う
だ
。

　
大
き
な
原
石
を
大
型
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
タ

ー
で
切
り
分
け
て
い
く
の
が
最
初
の
作
業
。さ
ら

に
小
型
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
タ
ー
で
細
か
く
分
割

し
、そ
こ
か
ら
本
格
的
な
彫
刻
が
始
ま
る
。１
cm

角
ほ
ど
の
小
さ
な
根
付
け
の
製
作
で
は
、ダ
イ
ヤ

SKフロンティア「翠工房」
渋谷一正さん

「わさび屋」の店舗
糸魚川市大字日光寺228
TEL:025-555-3940
http://www.midorikoubou.
net/

わさびに水をやる塩ビ管
パイプは、なんとクボタ
ケミックス製

根付けの切削ダイヤモンドカッターによる切断

会津若松城（鶴ヶ城）
1590年蒲生氏郷が入城し近世城郭に改造。
蒲生家の舞鶴の家紋にちなんで鶴ヶ城と呼ば
れた。昭和40年に復元され平成27年に復元
50周年の記念行事が行われた。

自
然
の
ヒ
ス
イ
を
求
め
て
山
へ
、海
へ

　
ヒ
ス
イ
が
発
見
さ
れ
た
小
滝
川
は
日
本
海
へ
と

流
れ
る
姫
川
の
支
流
で
あ
り
、明み
ょ
う

星じ
ょ
う

山さ
ん

か
ら
の
岩

石
が
落
ち
込
ん
だ
渓
谷
が「
小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
」

と
呼
ば
れ
、天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
へ
は
、J
R
糸
魚
川
駅
か
ら
車

で
国
道
１
４
８
号
線
を
南
下
す
る
と
40
分
程
度

で
到
着
す
る
。駐
車
場
と
足
場
の
良
い
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、遊
歩
道
に
沿
っ
て
景
観
を
楽

し
め
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。小
滝
川
ヒ
ス
イ
峡
の

魅
力
は
、標
高
１
１
８
５
m
の
明
星
山
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
と
渓
谷
の
美
し
さ
。切
り
立
っ
た
絶
壁

は
、写
真
や
映
像
で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で

き
な
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。ま
た
、渓
谷
に

は
巨
大
な
岩
石
が
数
多
く
横
た
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り
、ど
の
岩
石

が
ヒ
ス
イ
な
の
か
パ
ネ
ル
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、

素
人
で
も
分
か
り
や
す
い
。

　
小
滝
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ヒ
ス
イ
峡
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０
０
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。
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台
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台
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本
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の
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・
5
〜
７
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あ
り
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も
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る
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。
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ミ
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ア
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の
ミ
ュ
ー
ジ
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新

幹
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開
業
に
合
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て
リ
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ー
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ン
さ
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一
級
の
鉱
物
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ス
イ
は
も
ち
ろ
ん
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さ
ま
ざ
ま
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り
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本
物
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ヒ
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て
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自
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。

新
潟
県
・
糸
魚
川
市

小滝川ヒスイ峡
昭和31年に国の天然記念物に指定された小滝川硬玉産地

糸魚川ドライブマップ

糸魚川（ヒスイ）海岸
ヒスイや珍しい岩石を
目当てに収集家が集まる。

製造過程のカエルの根付け

ヒスイ

巨大なヒスイ原石  小滝川ヒスイ峡には83個のヒスイ原石がある。

加工前のヒスイ原石  白、緑、青、紫など種類が多い。

明星山と高浪の池（トリム展望台から）
４月下旬でも周囲の山には残雪が見られる。

高浪の池の浪太郎のオブジェ
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パルちゃんのレッツトライクッキング！ ミズエおばあちゃんの知恵袋

新製品のご案内新製品のご案内

器に、しょうゆ、ごま油、砂糖、酢を入れ良く混ぜ
合わせます。豆板醤をお好きな量を入れさらに
混ぜ合わせます。そして擦りゴマをかければ中
華風ドレッシングのできあがりです。

器に、しょうゆ、ごま油、砂糖、酢を入れ良く混ぜ
合わせます。豆板醤をお好きな量を入れさらに
混ぜ合わせます。そして擦りゴマをかければ中
華風ドレッシングのできあがりです。

ボールに牛肉、春雨、パプリカ、きゅうり、玉
ねぎを入れて、中華風ドレッシングをかけて
混ぜ合わせます。

ボールに牛肉、春雨、パプリカ、きゅうり、玉
ねぎを入れて、中華風ドレッシングをかけて
混ぜ合わせます。 沸騰したお湯に肉を

加えると縮んでかた

くなるので、少し温

度を下げ、火加減は

温度が保てる位に。

食材の食感を活かした

牛肉の冷しゃぶと春雨の中華風サラダ

食欲が落ちた夏場に
牛肉と野菜でパワーアップ！

3

パプリカときゅうりは細切り、玉ねぎはうすく
スライス、ミニトマトはヘタを取っておきます。
牛肉は一口大に切り分けます。

パプリカときゅうりは細切り、玉ねぎはうすく
スライス、ミニトマトはヘタを取っておきます。
牛肉は一口大に切り分けます。

和牛小間切れ 約２００ｇ　　春雨 ５０ｇ
レタス 適量　　玉ねぎ 1/2　　パプリカ １個
ミニトマト １ケース　　きゅうり 半分

しょうゆ 大さじ３　　酢 大さじ1.5
ごま油 小さじ２　　砂糖 小さじ1.5
豆板醤 お好みで　　擦りゴマ 適量

【 ドレッシングの材料 】

春雨は茹でて水にさらして水気をきって
おきます。
牛肉は色が変わるまで茹でてしっかりザ
ルで水気をきり、冷ましておきます。

春雨は茹でて水にさらして水気をきって
おきます。
牛肉は色が変わるまで茹でてしっかりザ
ルで水気をきり、冷ましておきます。

お皿に敷いたレタスの上に盛りつけて
ミニトマトを飾りつけたら

お皿に敷いたレタスの上に盛りつけて
ミニトマトを飾りつけたら

みなさんこんにちは。今回は、夏本番に備え
て食欲が増す牛肉の冷しゃぶとお野菜、春雨
を、ピリ辛中華ドレッシングでサラダ風に仕上
げます。柔らかいお肉、シャキッとした野菜、
つるつるした春雨、それぞれの食感が楽しい
一皿です。ご飯のおかずに、パーティーの
オードブルに大活躍まちがいなしです。

擦り
ゴマ

醤
油
醤
油

酢 ごま油
純生

豆板醤豆板醤砂　糖

４色揃って、
ラインナップが

充実！

HT樹脂に耐候性カラー樹脂をプラスし、
塗装手間を解消！

つまみ型掃除口の呼び径50、65に
ミルクホワイト色をラインナップ
（略号：VCO、品番：2361）

KCタフカラー
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❶90度の高温排水に対応
❷塗装手間を軽減
❸紫外線による退色・変色を防ぐ
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タフカラー90°エルボ

タフカラー45°エルボ

品揃え（●印が品揃え品）

タフカラーヤリトリ
機能付き90°Y

色　調
名　称 品番 呼び径

品揃え（●印が品揃え品）

色　調
タフカラー
HTパイプ

アイボリー
ココアブラウン

ミルクホワイト
シルバーグレー

特長

内層：HT樹脂

外層：耐候性向上カラー樹脂
（シルバーグレー）

構　造

COOL

参考出典：HP「睡眠・快眠情報ブログ」

「 

寝
苦
し
い
夜
を

　
　
　
　乗
り
切
る 
」

ハ
ク
シ
ョ
ン！

お
や
、お
や
、

風
邪
か
い
？

ク
ー
ラ
ー
の

か
け
っ
ぱ
な
し
は

良
く
な
い
ね
。

ク
ー
ラ
ー
を
で
き
る
だ
け

使
わ
な
い
方
法
も
あ
る
ん
だ
よ
。

毎晩、クーラーをかけて寝てい
ると、くしゃみがよくでたり、
身体がだるかったりするのよ。

先ずは扇風機の方が体にいいし、電気代も1/10。
置く位置も足元に置く方が効果的なんだよ。
首振りにして同じ所に当たらないように。

二つ目は、夏専用の入浴剤の活用。
湯上りに爽快感が得られるよ。
成分には重曹が含まれていて、
毛穴を開き、皮脂を落としやく
するので、湯上り後がサッパリ。

三つ目は、保冷剤を使って頭、
脇、股を冷やす。
ケーキを買ったときに付いて
くる保冷剤をタオルに巻いて
使えば、何度も使えて経済的。

へ
〜

保
冷
剤

ジェルマットって知ってるかい？
水の入ったマット。
あれを引いて寝るだけで、
体の当たっている部分から
熱を吸収するので快適だよ。

い
い
わ
ね

！

グラ
グラ

グラグラ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

何
し
て
ん
の
よ

よ
い
し
ょ

そ
ん
な
姿
見
せ
ら
れ
た
ら
、

ク
ー
ラ
ー
よ
り
よ
っ
ぽ
ど

冷
や
っ
と
す
る
わ
よ
。

私も夜に備えて
扇風機を…
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し
ょ

そ
ん
な
姿
見
せ
ら
れ
た
ら
、

ク
ー
ラ
ー
よ
り
よ
っ
ぽ
ど

冷
や
っ
と
す
る
わ
よ
。

私も夜に備えて
扇風機を…



プレゼントプレゼント

お客さまよりお預かりした個人情報は、本誌の送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送等
の他、キャンペーンや新製品情報等を書面やメールマガジンにてお送りするのに利用させていただきます。また、
商品開発やサービス向上のため、個人を特定しない統計情報の形にして利用させていただきます。
なお、当該業務の委託に必要な範囲で委託先に提供する場合を除き、個人情報をお客様の承諾なく第三者に提供
することはいたしません。（法令等により開示を求められた場合を除く。）また、個人データの安全管理が図られ
るよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、印刷や送付等で個人データを第三
者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
※個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-chemix.co.jp）に掲載しております。

●編集後記●

返信ハガキには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

同封のハガキ※をご返送ください。
クボタケミックスからのお願い

肉厚どんこと
スライスの
干しシイタケ

山間地でのシイタケ栽培が盛んな宮崎県・諸
塚村。村の特産品を扱う「もろっこはうす」では、
干しシイタケ、生シイタケ、加工食品が多数販売
されています。どんこの干しシイタケは、肉厚でバ
ター焼きで美味
しくいただ
けました。

第175号の正解
答：B,D,E,G, I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚のイラスト、よ～く見れば少し
違う。上段と下段のイラストを見くらべて、
5つの違いを発見してください。解答は、
添付の解答用ハガキのマス目にアルファ
ベットを記入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

お 便 り コ ー ナ ー読 者 プ レ ゼ ント 付 ク イ ズ

石川県・津幡町役場産業建設部
川村　晃正さまのバッジ

静岡県・株式会社髙木工業所
髙木　美佐子さまの作品

岩手県・遠野市水道事務所水道業務係
佐藤　靖子さまの作品

群馬県・株式会社古舘建設
古舘　絹子さまの作品

東京都・湧泉工業株式会社
村中　煇さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、
本誌およびクボタケミックスホームページに掲載させていただくことがあります。また、ハガキ
はお返し致しませんので、予めご了承願います。

三
重
県
・
田
中
設
備
工
業
所

田
中

　健
博
さ
ま

文
化
財
を
守
る
施
工
に
感
心

今
年
も
充
実
し
た
P
A
L
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。昨
年
、息
子
が
興
福
寺

の
近
く
の
結
婚
式
場
で
結
婚
を
あ
げ
ま
し

た
。我
々
夫
婦
は
、久
し
ぶ
り
に
奈
良
周
辺

を
散
策
し
、興
福
寺
で
は
改
修
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。施
工
現
場
レ

ポ
ー
ト
は
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、

分
か
ら
な
い
所
で
工
夫
さ
れ
た
施
工
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

■
ご
子
息
様
の
ご

結
婚
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。興
福

寺
で
は
金
堂
の
復
元
を
メ
イ
ン
に
様
々
な
改

修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。放
水
銃
な
ど

の
防
火
設
備
の
設
置
に
際
し
て
は
、建
造
物

の
景
観
を
壊
さ
な
い
よ
う
上
手
く
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

福
島
県
・
株
式
会
社
ヨ
ウ
タ
設
計
部

草
野

　義
博
さ
ま

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

使
っ
て
い
れ
ば
…

長
野
県
白
馬
村
の
断
層
地
震
に
て
、ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
が
地
震
の
地
盤
の
変
状
に
柔
軟
に
追

従
し
た
記
事
を
読
み
ま
し
た
。我
が
い
わ
き

市
の
水
道
管
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば

東
日
本
大
震
災
の
震
度
６
弱
に
も
対
応
で

き
、被
害
が
最
小
限
で
す
み
、市
民
が
断
水

で
苦
し
む
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
思
う
。是

非
、こ
れ
か
ら
最
大
限
に
普
及
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

■
白
馬
村
で
の
検
証
は
、こ
れ
ま
で
ご
紹
介

し
て
き
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
性
能
を

実
証
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。万
が
一
の

震
災
に
備
え
て
、老
朽
管
の
更
新
な
ど
に
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

を
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

兵
庫
県
・
株
式
会
社
奥
水
道

商
会

奥

　泰
宏
さ
ま

施
工
性
の
良
い

電
気
融
着
接
合

淡
路
広
域
水
道
企
業
団（
洲
本

地
区
）で
は
10
年
前
よ
り
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
っ
て
の

導
配
水
管
の
耐
震
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。当
初
は
職
人
の
経
験
施

工
と
い
う
よ
り
天
候
と
融
着
機
ま
か
せ
の
施

工
に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、融
着
手
順

を
守
っ
て
施
工
を
す
れ
ば
漏
水
の
心
配
も
な

く
、ま
た
他
の
管
よ
り
軽
量
で
あ
る
の
で
施

工
性
も
良
い
で
す
。今
後
、建
築
設
備
配
管

に
も
使
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
E
F（
電
気
融
着
）

接
合
は
、各
工
程
が
明
確
で
特
別
な
カ
ン
や

経
験
を
必
要
と
し
な
い
た
め
施
工
現
場
で

ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
更
な
る
施
工
性
の
向
上
を
目
指
し
て
研

究
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

愛
知
県
・
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
管
路
部

八
神

　真
紀
さ
ま

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

学
級
閉
鎖
状
態
？

２
月
半
ば
、職
場
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
ま
し
た
。２
割
近
く
の
方
が
倒
れ
た
感

じ
で
、働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て

〝
学
級
閉
鎖
状
態
〞を
味
わ
い
ま
し
た
。や
っ

ぱ
り
健
康
が
な
に
よ
り
で
す
ね
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
は
、水
道
水
で
の

「
う
が
い
・
手
洗
い
」の
励
行
が
効
果
的
み
た

い
で
す
ね
。そ
れ
で
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、完
治
す
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
療
養
す
る

こ
と
。人
に
移
さ
な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。

富
山
県
・
有
限
会
社
橋
管
興
業

橋
本

　恵
子
さ
ま

富
山
・
高
岡
に
来
て
く
だ
さ
い
！

毎
回
、楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。昨
年
３
月
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
ま

し
た
。観
光
地
と
し
て
は
、高
岡
大
仏
や
瑞

龍
寺
、高
岡
古
城
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

利
用
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
。今
後
一

本
で
も
多
く
の
最
速
型「
か
が
や
き
」の
停

車
を
目
指
し
て
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
皆
様
も
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
本
年
3
月
に
は
北
海
道
新
幹
線
が
開
業

し
、北
陸
新
幹
線
の
開
業
が
遠
い
昔
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。し
か
し
、北
陸
新
幹
線
も
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
。今
回
、高
岡
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
糸
魚
川
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

福
島
県
・
県
中
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部

萩
野

　隆
男
さ
ま

福
島
の
復
興
に
全
力
投
球

毎
号
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
回

の
に
っ
ぽ
ん
探
訪
に
本
県
の
会
津
若
松
市

を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
県
の
復
興
に
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。昨
年
、読

者
ク
イ
ズ
に
当
選
し
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■
福
島
へ
は
震
災
後
、初
め
て
の
取
材
と
な

り
ま
し
た
。内
陸
部
の
会
津
は
震
災
の
影
響

は
全
く
な
く
、自
然
豊
か
で
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。福
島
の
一
刻
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
し
つ
つ
、こ
れ
か
ら
も

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
府
・
守
口
市
水
道
局
浄
水
課

前
田

　宗
利
さ
ま

圧
力
用
ポ
リ
の
可
能
性
に
期
待

い
つ
も
現
場
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
知
識
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

1
7
5
号
で
は
、特
集
2
と
新
製
品
紹
介

で
ご
案
内
い
た
だ
い
た
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に
つ
い
て
、露
出
配
管
が
可

能
と
あ
り
ま
し
た
の
で
、浄
水
場
内
配
管
の

更
新
時
期
に
は
、施
工
性
や
管
重
量
の
観

点
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
水
道
用
と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
き

た
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
に
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ

ク
を
配
合
す
る
こ
と
で
耐
候
性
が
向
上
し
、

露
出
配
管
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
様
々
な
用
途
で
採
用
が
増
え
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。

ご注意：イラスト・写真は、マンガのキャラクターや自治体のマスコットなど著作権を侵害する恐れのあるものは掲載できませんのでご了承ください。

津幡町が行っている大河ドラマ
誘致活動の「義仲と巴」のバッチ
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正解者の中から抽選で70名様に
記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、楷書で
はっきりとお書きください。
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クボタケミックスからのお願い

肉厚どんこと
スライスの
干しシイタケ

山間地でのシイタケ栽培が盛んな宮崎県・諸
塚村。村の特産品を扱う「もろっこはうす」では、
干しシイタケ、生シイタケ、加工食品が多数販売
されています。どんこの干しシイタケは、肉厚でバ
ター焼きで美味
しくいただ
けました。

第175号の正解
答：B,D,E,G, I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚のイラスト、よ～く見れば少し
違う。上段と下段のイラストを見くらべて、
5つの違いを発見してください。解答は、
添付の解答用ハガキのマス目にアルファ
ベットを記入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

お 便 り コ ー ナ ー読 者 プ レ ゼ ント 付 ク イ ズ

石川県・津幡町役場産業建設部
川村　晃正さまのバッジ

静岡県・株式会社髙木工業所
髙木　美佐子さまの作品

岩手県・遠野市水道事務所水道業務係
佐藤　靖子さまの作品

群馬県・株式会社古舘建設
古舘　絹子さまの作品

東京都・湧泉工業株式会社
村中　煇さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、
本誌およびクボタケミックスホームページに掲載させていただくことがあります。また、ハガキ
はお返し致しませんので、予めご了承願います。

三
重
県
・
田
中
設
備
工
業
所

田
中

　健
博
さ
ま

文
化
財
を
守
る
施
工
に
感
心

今
年
も
充
実
し
た
P
A
L
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。昨
年
、息
子
が
興
福
寺

の
近
く
の
結
婚
式
場
で
結
婚
を
あ
げ
ま
し

た
。我
々
夫
婦
は
、久
し
ぶ
り
に
奈
良
周
辺

を
散
策
し
、興
福
寺
で
は
改
修
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。施
工
現
場
レ

ポ
ー
ト
は
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、

分
か
ら
な
い
所
で
工
夫
さ
れ
た
施
工
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

■
ご
子
息
様
の
ご

結
婚
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。興
福

寺
で
は
金
堂
の
復
元
を
メ
イ
ン
に
様
々
な
改

修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。放
水
銃
な
ど

の
防
火
設
備
の
設
置
に
際
し
て
は
、建
造
物

の
景
観
を
壊
さ
な
い
よ
う
上
手
く
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

福
島
県
・
株
式
会
社
ヨ
ウ
タ
設
計
部

草
野

　義
博
さ
ま

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

使
っ
て
い
れ
ば
…

長
野
県
白
馬
村
の
断
層
地
震
に
て
、ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
が
地
震
の
地
盤
の
変
状
に
柔
軟
に
追

従
し
た
記
事
を
読
み
ま
し
た
。我
が
い
わ
き

市
の
水
道
管
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば

東
日
本
大
震
災
の
震
度
６
弱
に
も
対
応
で

き
、被
害
が
最
小
限
で
す
み
、市
民
が
断
水

で
苦
し
む
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
思
う
。是

非
、こ
れ
か
ら
最
大
限
に
普
及
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

■
白
馬
村
で
の
検
証
は
、こ
れ
ま
で
ご
紹
介

し
て
き
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
性
能
を

実
証
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。万
が
一
の

震
災
に
備
え
て
、老
朽
管
の
更
新
な
ど
に
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

を
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

兵
庫
県
・
株
式
会
社
奥
水
道

商
会

奥

　泰
宏
さ
ま

施
工
性
の
良
い

電
気
融
着
接
合

淡
路
広
域
水
道
企
業
団（
洲
本

地
区
）で
は
10
年
前
よ
り
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
っ
て
の

導
配
水
管
の
耐
震
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。当
初
は
職
人
の
経
験
施

工
と
い
う
よ
り
天
候
と
融
着
機
ま
か
せ
の
施

工
に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、融
着
手
順

を
守
っ
て
施
工
を
す
れ
ば
漏
水
の
心
配
も
な

く
、ま
た
他
の
管
よ
り
軽
量
で
あ
る
の
で
施

工
性
も
良
い
で
す
。今
後
、建
築
設
備
配
管

に
も
使
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
E
F（
電
気
融
着
）

接
合
は
、各
工
程
が
明
確
で
特
別
な
カ
ン
や

経
験
を
必
要
と
し
な
い
た
め
施
工
現
場
で

ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
更
な
る
施
工
性
の
向
上
を
目
指
し
て
研

究
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

愛
知
県
・
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
管
路
部

八
神

　真
紀
さ
ま

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

学
級
閉
鎖
状
態
？

２
月
半
ば
、職
場
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
ま
し
た
。２
割
近
く
の
方
が
倒
れ
た
感

じ
で
、働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て

〝
学
級
閉
鎖
状
態
〞を
味
わ
い
ま
し
た
。や
っ

ぱ
り
健
康
が
な
に
よ
り
で
す
ね
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
は
、水
道
水
で
の

「
う
が
い
・
手
洗
い
」の
励
行
が
効
果
的
み
た

い
で
す
ね
。そ
れ
で
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、完
治
す
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
療
養
す
る

こ
と
。人
に
移
さ
な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。

富
山
県
・
有
限
会
社
橋
管
興
業

橋
本

　恵
子
さ
ま

富
山
・
高
岡
に
来
て
く
だ
さ
い
！

毎
回
、楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。昨
年
３
月
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
ま

し
た
。観
光
地
と
し
て
は
、高
岡
大
仏
や
瑞

龍
寺
、高
岡
古
城
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

利
用
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
。今
後
一

本
で
も
多
く
の
最
速
型「
か
が
や
き
」の
停

車
を
目
指
し
て
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
皆
様
も
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
本
年
3
月
に
は
北
海
道
新
幹
線
が
開
業

し
、北
陸
新
幹
線
の
開
業
が
遠
い
昔
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。し
か
し
、北
陸
新
幹
線
も
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
。今
回
、高
岡
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
糸
魚
川
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

福
島
県
・
県
中
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部

萩
野

　隆
男
さ
ま

福
島
の
復
興
に
全
力
投
球

毎
号
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
回

の
に
っ
ぽ
ん
探
訪
に
本
県
の
会
津
若
松
市

を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
県
の
復
興
に
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。昨
年
、読

者
ク
イ
ズ
に
当
選
し
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■
福
島
へ
は
震
災
後
、初
め
て
の
取
材
と
な

り
ま
し
た
。内
陸
部
の
会
津
は
震
災
の
影
響

は
全
く
な
く
、自
然
豊
か
で
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。福
島
の
一
刻
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
し
つ
つ
、こ
れ
か
ら
も

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
府
・
守
口
市
水
道
局
浄
水
課

前
田

　宗
利
さ
ま

圧
力
用
ポ
リ
の
可
能
性
に
期
待

い
つ
も
現
場
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
知
識
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

1
7
5
号
で
は
、特
集
2
と
新
製
品
紹
介

で
ご
案
内
い
た
だ
い
た
圧
力
用
高
密
度
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に
つ
い
て
、露
出
配
管
が
可

能
と
あ
り
ま
し
た
の
で
、浄
水
場
内
配
管
の

更
新
時
期
に
は
、施
工
性
や
管
重
量
の
観

点
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
水
道
用
と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
き

た
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
に
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ

ク
を
配
合
す
る
こ
と
で
耐
候
性
が
向
上
し
、

露
出
配
管
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
様
々
な
用
途
で
採
用
が
増
え
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。

ご注意：イラスト・写真は、マンガのキャラクターや自治体のマスコットなど著作権を侵害する恐れのあるものは掲載できませんのでご了承ください。

津幡町が行っている大河ドラマ
誘致活動の「義仲と巴」のバッチ
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正解者の中から抽選で70名様に
記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、楷書で
はっきりとお書きください。

　いつもクボタケミックス広報誌「PAL」をご愛読いただき、
ありがとうございます。
　さて、最近、お客さまの事業所・部署の統廃合や移転による
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切手を貼らずに平成28年8月31日までにご投函ください。

会社名（役所名）

部署名
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所在地

〒

整理No. □□□-□□□□

氏　名

年齢性別：男　女

読者クイズ

176

本誌およびクボタケミックス製品に対するご意見、ご要望、イラス
ト、その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。

正解者のなかから抽選
で70名様に記念品をプ
レゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

パル

今後、メールによる情報配信を希望されない方は、右記にチェックしてください。

メールアドレス

希望しない

□官公庁　□商社　□コンサル・設計　　建設業　　設備業　□

　ディベロッパー　　ハウスメーカー　　工務店　□

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※整理No.は封筒の宛名の右下にある番号のことです。必ずご記入ください。

（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

お客さま情報記入欄

表面記載の個人情報利用についてご同意いただける場合、
□にチェックを入れてください。ご同意いただけない場合は、
本誌を含む弊社からのご案内はできませんのご了承ください。

同意する　
同意しない

PAL
お便り 　　

　
　

コーナー

お 便 り
コ ー ナ ー

スマートフォンの
自撮りに
コンパクトで
使いやすい！

抽選で
70名様に
プレゼント

抽選で
70名様に
プレゼントセルフィー

　 スティック

ホルダー

スティック長さ

色

48×66×27(mm)

最長約970(mm)
最短約220(mm) 

黒

A

H

B

E IF G

C

D
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パル

専有部
KCペックス／
KCポリブテンパイプ

共用部
KCスーパータフ

飲料水を備蓄する
貯めてるゾー

雨水を地下で貯留浸透
RAIN望スタジアムⅡ

災害時、仮設トイレに
災害用トイレ
配管システム

給水・給湯管 排 水 管 災 害 対 策
錆びない、長持ちの配管材でリフォーム後も安心。

クボタケミックスは万一に備えた災害対策も提案します。

リフォーム用配管材
マンション一棟まるごと

給水立て管

旋回羽根

共用部
排水集合管

共用部
タフカラーパイプ 共用部

タフカラー
HTパイプ

共用部
管路更生（EX工法）

共用部／専有部
硬質ポリ塩化ビニル管

KCスーパータフ
（水道用高密度ポリエチレンパイプ）
埋設給水管～ピット内配管～給水立て管
まで、共用部の給水管に適した配管材
です。

立て管の排水
を旋回羽根に
より旋回させ
「空気コア」を形
成、排水トラッ
プからの跳ね出
しや、排水音を
軽減し、スムー
ズな排水流下
性能を発揮す
る排水用特殊
継手です。

災害時に備えて、18ℓもしくは36ℓの
新鮮な水道水をデッドスペースに備蓄す
る装置です。

排水集合管

貯水機能付防災ヘッダー
「貯めてるゾー」

翠色の輝きにひかれてヒスイの故郷、糸魚川へ
（新潟県・糸魚川市）

にっぽん探訪

■圧力用高密度ポリエチレン管
　（宮崎県諸塚村）
■ＥＸ工法
　（千葉県千葉市稲毛区）  

施工現場レポート

特集１
安定した発電ができる
再生可能エネルギーとして
期待が高まる「小水力発電」
特集2
石油コンビナートの
消火用屋外給水施設に
使用可能になった消火ポリエチレン管


